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はじめに 

本目録は愛知大学東亜同文書院大学記念

センターが所蔵する「原田実之文書」につ

いて作成したものである。

 原田実之（みゆき）は奈良県出身の東亜

同文書院（以下、書院）第 34 期生である。

彼は 4 年生時に日中戦争の突発に直面する

と在学中であるにも関わらず同窓生たちと

共に日本軍の南京、杭州攻略戦に中国語通

訳を任務とする軍属として従軍した1。戦場

から帰還して卒業すると 1939 年 12 月に入

営し、1942 年 11 月まで江蘇省に進出してい

た歩兵第 67 連隊に所属、次に小笠原諸島を

守備する第 109 師団に配属されて父島で終

戦を迎えた。学生時代の通訳従軍では同窓

生が１名戦死し、歩兵第 67 連隊は彼が離れ

た後にインパール作戦に動員されておびた

だしい戦死者を出し、第 109 師団は司令部

が置かれた硫黄島が玉砕しているが、彼は

いずれも配属先がたまたま変わったり、任

務地が激戦地とならなかったりしたことか

ら幸運にも生き残り、戦後は兼松の香港支

店長や役員などを経て船橋製鋼（現・合同

製鐵）の社長を務めた2。 

原田実之の通訳従軍に関する資料について 

原田実之は書院の 4年生であった 1937年

秋から翌年春まで中国語通訳として従軍し

ているが、「原田実之文書」にはその際の資

料が多数含まれている。

その中でも中心的なものが『出蘆
ママ

征雁』

（整理番号：1−1）であり、原田実之が通訳

従軍へと出発した 1937 年 10 月 29 日から上

海の港で帰国の途に就いた 1938 年 2 月 27

日までの身の回りの出来事について記され

ている。これは帰還後に戦場でつけていた

日記を基にして作成されたものだと推測さ

れる。また、彼は戦場にカメラを持ち込ん

でいたようで多数のスナップ調の写真が貼

り付けられている。なお、この文章部分は

翻刻しているので参考にされたい3。 

 さらに『出蘆
ママ

征雁』には次に挙げるよう

な通訳従軍に関する東亜同文書院および同

院を経営する東亜同文会の事務的な文書が

含まれている。

① 東亜同文書院長大内暢三「告諭」（1937

年 9 月 3 日）：第 34 期生に通訳従軍志

願を呼びかける。

② 東亜同文書院第四学年生一同「嘆願

書」（1937 年 10 月 14 日）：第 34 期生

が従軍通訳の早期開始を求める。

③ 東亜同文書院教頭馬場鍬太郎発原田

実之宛文書（1937 年 9 月 3 日）（整理

番号：1−2−1）：通訳従軍の概要を伝え、

志願意思の回答を求める。
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となっていることがわかる。 

 また、1912 年の陸軍省の記録にも憲兵の

教育機関である憲兵練習所の第 14 期士官

学生として「陸軍憲兵大尉 原田多蔵」と

その名がある6。このように彼はたたき上げ

の職業軍人であった。 

 さて、原田実之は前出『出蘆
ママ

征雁』の冒

頭、東亜同文書院の長崎仮校舎から通訳従

軍へ出発する際に次のように記している。 

 

第二次陸軍通訳トシテ上京スル事ニ決

定．軍刀
．．
ニ身ヲ固メ．二時四五分長崎

発門司行ノ急行ニ乗リ静ニ匆々トシテ

上京．（傍点は引用者） 

 

 東亜同文書院は中国市場を専門とする商

学系の高等教育機関であり、この時点では

軍事教練すら行われておらず7、ここで原田

が「軍刀」を所持していることに唐突の感

は免れない。しかし、父親であると推測さ

れる原田多蔵の経歴からすれば、それは戦

地に赴く原田実之が原田多蔵から譲り受け

たものであったということになる。 

  

おわりに 

 「原田実之文書」は、主に書院第 34 期生

原田実之に関するものと、父親とおぼしき

原田多蔵に関するものから構成されている。 

 特に原田実之に関する資料は、日中提携

を目指して設立された東亜同文書院の在学

生が日本の中国侵略に直接関わることにな

ったという通訳従軍時のものである。それ

は書院生を戦場に送り出した側である東亜

同文書院や東亜同文会の事務的文書、原田

実之による写真を含めた戦場での記録、ま

た彼が戦場で受け取った家族や知人からの

書簡などであり、東亜同文書院生の通訳従

軍の実態を伝える極めて貴重な資料である。 

 

 なお、目録作成に際して資料原本の旧字

体は新字体に変更した。 
 

1 東亜同文書院第 34 期生の通訳従軍に関して、書

院生の動向については拙文「第二次上海事変時に

実施された東亜同文書院生の通訳従軍について：

原田実之手記『出蘆征雁』に基づいて」（『同文書

院記念報』（26）、2018 年 3 月。また、拙著『東亜

同文書院の教育に関する多面的研究』不二出版、2
019 年 3 月）、書院生を送り出した側である東亜同

文書院及び東亜同文会の動向については拙文「193
7 年に実施された東亜同文書院の中国語通訳従軍

について」（『中国研究月報』76（4）、2022 年 4 月）

を参考にされたい。 
2 原田実之「紫金随感」（岡田栄蔵編『噫独り!!我
唯一人』歩兵連隊記録文集第 1 巻、六七会、1963
年 1 月）及び大学史編纂委員会編『東亜同文書院

大学史：八十周年記念誌』（滬友会、1982 年 5 月 5
77 頁）の「原田実之（奈良）兼松。帰国後同社の

海外支店長を歴任。兼松江商の役員を経て千葉船

橋製鋼の社長」に基づく。 
3 前掲「第二次上海事変時に実施された東亜同文

書院生の通訳従軍について：原田実之手記『出蘆

征雁』に基づいて」。 
4 書院生のほとんどは各府県が学費を支給する府

県費生であったことから、書院生を戦地に出すこ

とについて派遣元である各府県へ通知する必要が

あったのであろう。 
5 「大木□次郎発原田実之宛はがき」（整理番号：

8−67）、「萩下利明発原田実之佐藤英雄宛書簡」（整

理番号：8−68）、「馬淵行雄［絵］」（整理番号：8−6
9）も同じ袋（慰問袋 北米加州ガダルビ市 画村

邦語学園母の会印）（整理番号：8−1）に入れられ

ていたが、日時は記載されていない。 
6 「第 6 号 憲兵司令官 憲兵練習所学生終末試験

成績報告」（1912 年 6 月 28 日）、JACAR（アジア歴

史資料センター）Ref.C03022315200、密大日記 3
冊の内 3 明治 45 年 大正１年（防衛省防衛研究所） 
7 1925 年に始まる軍事教練は、東亜同文書院では

校舎が海外にあることから実施されていなかった

が、日中戦争によって上海が日本の勢力下に入っ

た後の 1938 年 12 月から将校が配属されて行われ

るようなった。 

④ 東亜同文書院教頭馬場鍬太郎発［書院

生派遣元府県宛］写（1937 年 9 月 3

日）（整理番号：1−2−2）：通訳従軍募

集を書院生派遣元府県に伝える4。 

⑤ 財団法人東亜同文会「庶第 472 号 原

田実之宛文書：軍事通訳要項」（1937

年 9 月 17 日）（整理番号：1−2−3）：通

訳従軍志願の手順を伝える。 

⑥ 東亜同文書院教頭馬場鍬太郎発原田

実之宛文書（1938 年 1 月 18 日）（整

理番号：1−2−4）：通訳従軍中の原田に

通訳従軍についての感想文の提出を

求める。 

⑦ 東亜同文書院院長大内暢三発原田実

之宛文書（1938 年 1 月 31 日）（整理

番号：1−2−5）：通訳従軍中の原田に書

院が周先として「株式会社兼松商店」

を斡旋することを伝える。 

⑧ 東亜同文書院学生課発原田実之宛文

書（1938 年 2 月 7 日）（整理番号：1−

2−6）：通訳従軍中の原田に徴兵手続き

を求める。 

 

 これらの中、①と②は『出蘆
ママ

征雁』に貼

付され、それ以外は『出蘆
ママ

征雁』に挟まれ

ていた。 

 このほかに通訳従軍期間中の様子をうか

がわせるものとして原田実之が戦場で受け

取った書簡やはがきがある（整理番号：8−

2〜66）5。小学生からの「兵隊」宛と記さ

れた慰問の文章もあるが（整理番号： 8−34

〜36）、そのほとんどは家族や書院の教員、

先輩、同窓、後輩からのものであり、戦場

にあってもさかんに手紙のやり取りをして

いたことがわかる。 

 その中には原田耕作と原田稔という兄か

らのものもある。原田耕作は海軍兵学校第

49 期、原田稔は同 56 期の海軍の軍人であ

った。耕作は装甲巡洋艦磐手（整理番号：

8−22、8−65）から、稔は台湾（整理番号：8−21）

や軽巡洋艦長良（整理番号：8−29、8−37）、

「広東沖から」（整理番号：8−46）から戦地

の原田実之へ書簡やはがき、電報を出して

いる。 

 

原田多蔵に関する資料について 

 「原田実之文書」には原田多蔵名のもの

も多く含まれている（整理番号：10−1〜16、

11−1〜42、12−1〜18）。 

 この人物については、「陸軍教導団歩兵科

卒業証書」（1891 年 3 月 26 日）（整理番号：

10−2）の「原田多蔵 十九年九ヶ月」とい

う記述から 1873 年頃の生まれであること

がわかり、このことから原田実之の父であ

ると考えられる。また、「陸軍教導団歩兵科

生徒申付」（1889 年 12 月 19 日）（整理番号：

11−2）には「鳥取県平民 原田多蔵」とあ

って出身が知れる。 

 さらに、そのほかの原田多蔵名の文書を

参考にすれば、鳥取出身の彼は 1889 年に下

士養成機関である陸軍教導団に入り、1891

年同団を卒業すると歩兵一等軍曹に任じら

れ第 9 連隊配属、1894 年歩兵曹長、1899 年

に第 37 連隊に移り歩兵特務曹長、1904 年

に後備歩兵第 4 旅団を経て後備歩兵第 9 連

隊に移り歩兵少尉、1907 年歩兵中尉、1909

年に歩兵から憲兵に転科し憲兵中尉として

大阪憲兵隊副官、1910 年憲兵大尉となり大

阪憲兵隊分隊長、1911 年広島憲兵隊分隊長、

1912 年久留米憲兵隊分隊長兼久留米憲兵隊

副官、1914 年善通寺憲兵隊分隊長兼善通寺

憲兵隊副官、1919 年憲兵少佐となり後備役
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となっていることがわかる。 

 また、1912 年の陸軍省の記録にも憲兵の

教育機関である憲兵練習所の第 14 期士官

学生として「陸軍憲兵大尉 原田多蔵」と

その名がある6。このように彼はたたき上げ

の職業軍人であった。 

 さて、原田実之は前出『出蘆
ママ

征雁』の冒

頭、東亜同文書院の長崎仮校舎から通訳従

軍へ出発する際に次のように記している。 

 

第二次陸軍通訳トシテ上京スル事ニ決

定．軍刀
．．
ニ身ヲ固メ．二時四五分長崎

発門司行ノ急行ニ乗リ静ニ匆々トシテ

上京．（傍点は引用者） 

 

 東亜同文書院は中国市場を専門とする商

学系の高等教育機関であり、この時点では

軍事教練すら行われておらず7、ここで原田

が「軍刀」を所持していることに唐突の感

は免れない。しかし、父親であると推測さ

れる原田多蔵の経歴からすれば、それは戦

地に赴く原田実之が原田多蔵から譲り受け

たものであったということになる。 

  

おわりに 

 「原田実之文書」は、主に書院第 34 期生

原田実之に関するものと、父親とおぼしき

原田多蔵に関するものから構成されている。 

 特に原田実之に関する資料は、日中提携

を目指して設立された東亜同文書院の在学

生が日本の中国侵略に直接関わることにな

ったという通訳従軍時のものである。それ

は書院生を戦場に送り出した側である東亜

同文書院や東亜同文会の事務的文書、原田

実之による写真を含めた戦場での記録、ま

た彼が戦場で受け取った家族や知人からの

書簡などであり、東亜同文書院生の通訳従

軍の実態を伝える極めて貴重な資料である。 

 

 なお、目録作成に際して資料原本の旧字

体は新字体に変更した。 
 

1 東亜同文書院第 34 期生の通訳従軍に関して、書

院生の動向については拙文「第二次上海事変時に

実施された東亜同文書院生の通訳従軍について：

原田実之手記『出蘆征雁』に基づいて」（『同文書

院記念報』（26）、2018 年 3 月。また、拙著『東亜

同文書院の教育に関する多面的研究』不二出版、2
019 年 3 月）、書院生を送り出した側である東亜同

文書院及び東亜同文会の動向については拙文「193
7 年に実施された東亜同文書院の中国語通訳従軍

について」（『中国研究月報』76（4）、2022 年 4 月）

を参考にされたい。 
2 原田実之「紫金随感」（岡田栄蔵編『噫独り!!我
唯一人』歩兵連隊記録文集第 1 巻、六七会、1963
年 1 月）及び大学史編纂委員会編『東亜同文書院

大学史：八十周年記念誌』（滬友会、1982 年 5 月 5
77 頁）の「原田実之（奈良）兼松。帰国後同社の

海外支店長を歴任。兼松江商の役員を経て千葉船

橋製鋼の社長」に基づく。 
3 前掲「第二次上海事変時に実施された東亜同文

書院生の通訳従軍について：原田実之手記『出蘆

征雁』に基づいて」。 
4 書院生のほとんどは各府県が学費を支給する府

県費生であったことから、書院生を戦地に出すこ

とについて派遣元である各府県へ通知する必要が

あったのであろう。 
5 「大木□次郎発原田実之宛はがき」（整理番号：

8−67）、「萩下利明発原田実之佐藤英雄宛書簡」（整

理番号：8−68）、「馬淵行雄［絵］」（整理番号：8−6
9）も同じ袋（慰問袋 北米加州ガダルビ市 画村

邦語学園母の会印）（整理番号：8−1）に入れられ

ていたが、日時は記載されていない。 
6 「第 6 号 憲兵司令官 憲兵練習所学生終末試験

成績報告」（1912 年 6 月 28 日）、JACAR（アジア歴

史資料センター）Ref.C03022315200、密大日記 3
冊の内 3 明治 45 年 大正１年（防衛省防衛研究所） 
7 1925 年に始まる軍事教練は、東亜同文書院では

校舎が海外にあることから実施されていなかった

が、日中戦争によって上海が日本の勢力下に入っ

た後の 1938 年 12 月から将校が配属されて行われ

るようなった。 

④ 東亜同文書院教頭馬場鍬太郎発［書院

生派遣元府県宛］写（1937 年 9 月 3

日）（整理番号：1−2−2）：通訳従軍募

集を書院生派遣元府県に伝える4。 

⑤ 財団法人東亜同文会「庶第 472 号 原

田実之宛文書：軍事通訳要項」（1937

年 9 月 17 日）（整理番号：1−2−3）：通

訳従軍志願の手順を伝える。 

⑥ 東亜同文書院教頭馬場鍬太郎発原田

実之宛文書（1938 年 1 月 18 日）（整

理番号：1−2−4）：通訳従軍中の原田に

通訳従軍についての感想文の提出を

求める。 

⑦ 東亜同文書院院長大内暢三発原田実

之宛文書（1938 年 1 月 31 日）（整理

番号：1−2−5）：通訳従軍中の原田に書

院が周先として「株式会社兼松商店」

を斡旋することを伝える。 

⑧ 東亜同文書院学生課発原田実之宛文

書（1938 年 2 月 7 日）（整理番号：1−

2−6）：通訳従軍中の原田に徴兵手続き

を求める。 

 

 これらの中、①と②は『出蘆
ママ

征雁』に貼

付され、それ以外は『出蘆
ママ

征雁』に挟まれ

ていた。 

 このほかに通訳従軍期間中の様子をうか

がわせるものとして原田実之が戦場で受け

取った書簡やはがきがある（整理番号：8−

2〜66）5。小学生からの「兵隊」宛と記さ

れた慰問の文章もあるが（整理番号： 8−34

〜36）、そのほとんどは家族や書院の教員、

先輩、同窓、後輩からのものであり、戦場

にあってもさかんに手紙のやり取りをして

いたことがわかる。 

 その中には原田耕作と原田稔という兄か

らのものもある。原田耕作は海軍兵学校第

49 期、原田稔は同 56 期の海軍の軍人であ

った。耕作は装甲巡洋艦磐手（整理番号：

8−22、8−65）から、稔は台湾（整理番号：8−21）

や軽巡洋艦長良（整理番号：8−29、8−37）、

「広東沖から」（整理番号：8−46）から戦地

の原田実之へ書簡やはがき、電報を出して

いる。 

 

原田多蔵に関する資料について 

 「原田実之文書」には原田多蔵名のもの

も多く含まれている（整理番号：10−1〜16、

11−1〜42、12−1〜18）。 

 この人物については、「陸軍教導団歩兵科

卒業証書」（1891 年 3 月 26 日）（整理番号：

10−2）の「原田多蔵 十九年九ヶ月」とい

う記述から 1873 年頃の生まれであること

がわかり、このことから原田実之の父であ

ると考えられる。また、「陸軍教導団歩兵科

生徒申付」（1889 年 12 月 19 日）（整理番号：

11−2）には「鳥取県平民 原田多蔵」とあ

って出身が知れる。 

 さらに、そのほかの原田多蔵名の文書を

参考にすれば、鳥取出身の彼は 1889 年に下

士養成機関である陸軍教導団に入り、1891

年同団を卒業すると歩兵一等軍曹に任じら

れ第 9 連隊配属、1894 年歩兵曹長、1899 年

に第 37 連隊に移り歩兵特務曹長、1904 年

に後備歩兵第 4 旅団を経て後備歩兵第 9 連

隊に移り歩兵少尉、1907 年歩兵中尉、1909

年に歩兵から憲兵に転科し憲兵中尉として

大阪憲兵隊副官、1910 年憲兵大尉となり大

阪憲兵隊分隊長、1911 年広島憲兵隊分隊長、

1912 年久留米憲兵隊分隊長兼久留米憲兵隊

副官、1914 年善通寺憲兵隊分隊長兼善通寺

憲兵隊副官、1919 年憲兵少佐となり後備役
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

郡
山
町
銃
後
奉
公
会
長
郡
山
町
長
角
井
芳
雄
「
慰
問
の
辞
」
（

19
40
年

10
月
）

三
島
発
原
田
宛
（

19
40
年

10
月

11
日
）

郡
山
高
等
女
学
校
前
田
光
子
（

19
40
年

9月
28
日
）

郡
山
高
女
吉
田
令
子

郡
山
尋
常
高
等
小
学
校
藤
田
き
く

喜
代
発
原
田
実
之
宛
文
書

兼
松
商
店
天
津
支
店
兼
松
洋
行
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

10
月

30
日
）

森
茂
夫
発
原
田
実
之
宛
（

10
月

21
日
）

軍
艦
陸
奥
原
田
稔
発
原
田
実
之
宛

原
田
喜
代
発
（

10
月

18
日
）

妹
発
兄
（

10
月

10
日
）

原
田
実
之
宛
（

10
月

12
日
）

妹
発
兄
宛

喜
代
発
実
之
宛
（

9月
1日
）

霞
空
予
科
練
原
田
稔
発
（

8月
20
日
）

実
之
宛
（

8月
12
日
）

妹
発
兄
宛
（

8月
22
日
）

兼
松
商
店
天
津
支
店
兼
松
洋
行
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

8月
23
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

8月
3日
）

妹
発
兄
宛
（

7月
22
日
）

兼
松
商
店
天
津
支
店
兼
松
洋
行
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

7月
23
日
）

兼
松
洋
行
遠
藤
正
春
「
謹
賀
新
年
」
（

19
40
年

1月
1日
）

〔
判
読
不
明
〕

喜
代
発
実
之
宛
（

7月
11
日
）

近
藤
治
発
原
田
実
之
宛
（

7月
7日
）

妹
発
兄
宛
（

6月
21
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

6月
16
日
）

三
島
発
原
田
実
之
宛
（

6月
13
日
）

〔
不
明
〕
（

19
40
年

6月
11
日
）

荘
介
発
原
田
宛

喜
代
発
実
之
宛
（

5月
5日
）

妹
発
兄
宛
（

5月
21
日
）

福
田
菊
子
発
原
田
実
之
宛
（

5月
14
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

5月
15
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

4月
22
日
）

〔
不
明
〕

妹
発
兄
宛
（

4月
11
日
）

吉
川
発
原
田
実
之
宛
（

3月
30
日
）

□美
発
実
之
宛
（

3月
20
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

3月
27
日
）

幸
枝
発
兄
宛
（

3月
10
日
）

西
村
一
男
発
原
田
実
之
宛

喜
代
発
実
之
宛
（

3月
8日
）

文
書
綴
じ

3
10
雁
の
音

19
39
年
1
2月

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

1
出
蘆
征
雁

原
田
実
之

写
真
ア
ル
バ
ム

1−
1

函
入
り
。

通
訳
従
軍
（

19
37
〜

38
）
時
の
写
真
と
手
記
。

下
記

2点
を
巻
頭
に
貼
り
付
け
る
。

東
亜
同
文
書
院
長
大
内
暢
三
「
告
諭
」
（

19
37
年

9月
3日
）
：
従
軍
志
願
募

集
を
告
知
す
る
。

東
亜
同
文
書
院
第
四
学
年
生
一
同
「
嘆
願
書
」
（

19
37
年

10
月

14
日
）
：
従

軍
通
訳
の
早
期
開
始
を
求
め
る
。

2
東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎

発
原
田
実
之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎
原
田
実
之

19
37
年

9月
3日

文
書

1−
2−
1

3p
.
通
訳
従
軍
の
概
要
を
伝
え
、
志
願
意
思
の
回
答
を
求
め
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

3
東
亜
同
文
書
院
院
長
大
内
暢
三

東
亜
同
文
会
理
事
長
岡
部
長
景
発

［
書
院
生
派
遣
元
府
県
宛
］
写

東
亜
同
文
書
院
長
大
内
暢
三

東
亜
同
文
会
理
事
長
岡
部
長
景

［
書
院
生
派
遣
元
府
県
］

19
37
年

9月
3日

文
書

1−
2−
2

2p
.
通
訳
従
軍
募
集
を
書
院
生
派
遣
元
府
県
に
伝
え
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

4
庶
第

47
2号
　
原
田
実
之
宛
文

書
：
軍
事
通
訳
要
項

財
団
法
人
東
亜
同
文
会

原
田
実
之

19
37
年

9月
17
日

文
書

1−
2−
3

4p
.
通
訳
従
軍
志
願
の
手
順
に
つ
い
て
伝
え
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

5
東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎

発
原
田
実
之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎
原
田
実
之

19
38
年

1月
18
日

文
書

1−
2−
5

2p
.
通
訳
従
軍
の
感
想
文
の
提
出
を
求
め
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

6
東
亜
同
文
書
院
院
長
大
内
暢
三
発

原
田
実
之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
長
大
内
暢
三

原
田
実
之

19
38
年

1月
31
日

文
書

1−
2−
4

3p
.
通
訳
従
軍
に
出
動
中
の
書
院
生
に
就
職
斡
旋
に
つ
い
て
伝
え
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

7
東
亜
同
文
書
院
学
生
課
発
原
田
実

之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
学
生
課

原
田
実
之

19
38
年

2月
7日

文
書

1−
2−
6

2p
.
徴
兵
手
続
き
を
求
め
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

8
M

r. 
T 

N
ish

im
ur

a
19

39
年

9月
文
書

1−
2−
7

1p
.
『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

9
東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生
卒
業
ア

ル
バ
ム

東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生

東
亜
同
文
書
院

写
真
ア
ル
バ
ム

2
函
入
り
。
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

郡
山
町
銃
後
奉
公
会
長
郡
山
町
長
角
井
芳
雄
「
慰
問
の
辞
」
（

19
40
年

10
月
）

三
島
発
原
田
宛
（

19
40
年

10
月

11
日
）

郡
山
高
等
女
学
校
前
田
光
子
（

19
40
年

9月
28
日
）

郡
山
高
女
吉
田
令
子

郡
山
尋
常
高
等
小
学
校
藤
田
き
く

喜
代
発
原
田
実
之
宛
文
書

兼
松
商
店
天
津
支
店
兼
松
洋
行
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

10
月

30
日
）

森
茂
夫
発
原
田
実
之
宛
（

10
月

21
日
）

軍
艦
陸
奥
原
田
稔
発
原
田
実
之
宛

原
田
喜
代
発
（

10
月

18
日
）

妹
発
兄
（

10
月

10
日
）

原
田
実
之
宛
（

10
月

12
日
）

妹
発
兄
宛

喜
代
発
実
之
宛
（

9月
1日
）

霞
空
予
科
練
原
田
稔
発
（

8月
20
日
）

実
之
宛
（

8月
12
日
）

妹
発
兄
宛
（

8月
22
日
）

兼
松
商
店
天
津
支
店
兼
松
洋
行
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

8月
23
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

8月
3日
）

妹
発
兄
宛
（

7月
22
日
）

兼
松
商
店
天
津
支
店
兼
松
洋
行
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

7月
23
日
）

兼
松
洋
行
遠
藤
正
春
「
謹
賀
新
年
」
（

19
40
年

1月
1日
）

〔
判
読
不
明
〕

喜
代
発
実
之
宛
（

7月
11
日
）

近
藤
治
発
原
田
実
之
宛
（

7月
7日
）

妹
発
兄
宛
（

6月
21
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

6月
16
日
）

三
島
発
原
田
実
之
宛
（

6月
13
日
）

〔
不
明
〕
（

19
40
年

6月
11
日
）

荘
介
発
原
田
宛

喜
代
発
実
之
宛
（

5月
5日
）

妹
発
兄
宛
（

5月
21
日
）

福
田
菊
子
発
原
田
実
之
宛
（

5月
14
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

5月
15
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

4月
22
日
）

〔
不
明
〕

妹
発
兄
宛
（

4月
11
日
）

吉
川
発
原
田
実
之
宛
（

3月
30
日
）

□美
発
実
之
宛
（

3月
20
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

3月
27
日
）

幸
枝
発
兄
宛
（

3月
10
日
）

西
村
一
男
発
原
田
実
之
宛

喜
代
発
実
之
宛
（

3月
8日
）

文
書
綴
じ

3
10
雁
の
音

19
39
年
1
2月

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

1
出
蘆
征
雁

原
田
実
之

写
真
ア
ル
バ
ム

1−
1

函
入
り
。

通
訳
従
軍
（

19
37
〜

38
）
時
の
写
真
と
手
記
。

下
記

2点
を
巻
頭
に
貼
り
付
け
る
。

東
亜
同
文
書
院
長
大
内
暢
三
「
告
諭
」
（

19
37
年

9月
3日
）
：
従
軍
志
願
募

集
を
告
知
す
る
。

東
亜
同
文
書
院
第
四
学
年
生
一
同
「
嘆
願
書
」
（

19
37
年

10
月

14
日
）
：
従

軍
通
訳
の
早
期
開
始
を
求
め
る
。

2
東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎

発
原
田
実
之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎
原
田
実
之

19
37
年

9月
3日

文
書

1−
2−
1

3p
.
通
訳
従
軍
の
概
要
を
伝
え
、
志
願
意
思
の
回
答
を
求
め
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

3
東
亜
同
文
書
院
院
長
大
内
暢
三

東
亜
同
文
会
理
事
長
岡
部
長
景
発

［
書
院
生
派
遣
元
府
県
宛
］
写

東
亜
同
文
書
院
長
大
内
暢
三

東
亜
同
文
会
理
事
長
岡
部
長
景

［
書
院
生
派
遣
元
府
県
］

19
37
年

9月
3日

文
書

1−
2−
2

2p
.
通
訳
従
軍
募
集
を
書
院
生
派
遣
元
府
県
に
伝
え
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

4
庶
第

47
2号
　
原
田
実
之
宛
文

書
：
軍
事
通
訳
要
項

財
団
法
人
東
亜
同
文
会

原
田
実
之

19
37
年

9月
17
日

文
書

1−
2−
3

4p
.
通
訳
従
軍
志
願
の
手
順
に
つ
い
て
伝
え
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

5
東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎

発
原
田
実
之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
教
頭
馬
場
鍬
太
郎
原
田
実
之

19
38
年

1月
18
日

文
書

1−
2−
5

2p
.
通
訳
従
軍
の
感
想
文
の
提
出
を
求
め
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

6
東
亜
同
文
書
院
院
長
大
内
暢
三
発

原
田
実
之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
長
大
内
暢
三

原
田
実
之

19
38
年

1月
31
日

文
書

1−
2−
4

3p
.
通
訳
従
軍
に
出
動
中
の
書
院
生
に
就
職
斡
旋
に
つ
い
て
伝
え
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

7
東
亜
同
文
書
院
学
生
課
発
原
田
実

之
宛
文
書

東
亜
同
文
書
院
学
生
課

原
田
実
之

19
38
年

2月
7日

文
書

1−
2−
6

2p
.
徴
兵
手
続
き
を
求
め
る
。

東
亜
同
文
会
用
紙
。

『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

8
M

r. 
T 

N
ish

im
ur

a
19

39
年

9月
文
書

1−
2−
7

1p
.
『
出
蘆
征
雁
』
添
付
文
書
。

9
東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生
卒
業
ア

ル
バ
ム

東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生

東
亜
同
文
書
院

写
真
ア
ル
バ
ム

2
函
入
り
。
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

28
原

田
と

し
恵

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
原

田
と

し
恵

原
田

実
之

19
37
年

12
月

3日
は
が
き

8−
11

29
城

山
典

男
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

城
山

典
男

原
田

実
之

19
37
年

12
月

4日
は
が
き

8−
12

30
原

田
幸

枝
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
幸

枝
原

田
実

之
19

37
年

12
月

4日
書
簡

8−
13

原
田
幸
枝
：
原
田
実
之
の
妹

「
受
付

19
38
年

2月
16
日
参
三
課
印
」

「
大
き
い
兄
さ
ん
宛
　
佐
世
保
局
気
付
軍
艦
磐
手

 小
さ
い
兄
さ
ん
宛
　
佐

世
保
局
気
付
（
又
ハ
馬
公
局
気
付
）
軍
艦
長
良
第
五
水
雷
戦
隊
司
令
部
（
又

ハ
幕
僚
室
）
」

31
原

田
龍

蔵
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

原
田

龍
蔵

原
田

実
之

19
37
年

12
月

5日
は
が
き

8−
14

軍
事
郵
便

32
辻

野
□

□
□

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
辻

野
□

□
□

原
田

実
之

19
37
年

12
月

6日
は
が
き

8−
15

軍
事
郵
便

33
吉

川
長

四
郎

発
原

田
実

之
宛

書
簡

吉
川

長
四

郎
原

田
実

之
19

37
年

12
月

7日
書
簡

8−
16

軍
事
郵
便

『
大
阪
毎
日
新
聞
』

19
37
年

12
月

5日
夕
刊
切
り
抜
き
「
学
壇
か
ら
戦
線
へ

教
え
子
と
奮
闘
競
ふ
　
通
訳
従
軍
の
拓
大
、
龍
大
教
授
ら
　
輝
か
し
い
北
支

の
異
彩
」

34
柳

谷
徳

次
郎

発
は

が
き

柳
谷

徳
次

郎
19

37
年

12
月

13
日

は
が
き

8−
17

35
青

井
正

親
発

原
田

実
之

宛
書

簡
青

井
正

親
原

田
実

之
19

37
年

12
月

15
日

書
簡

8−
18

軍
事
郵
便

青
井
正
親
：
東
亜
同
文
書
院

35
期
生
。

36
原

田
実

之
宛

は
が

き
原

田
実

之
19

37
年

12
月

16
日

は
が
き

8−
19

軍
事
郵
便

絵
は
が
き
「
甘
橿
檮
丘
よ
り
飛
鳥
京
を
望
む
」

37
吉

川
長

四
郎

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
吉

川
長

四
郎

原
田

実
之

19
37
年

12
月

22
日

は
が
き

8−
20

軍
事
郵
便

38
原

田
稔

発
原

田
実

之
宛

書
簡

原
田

稔
原

田
実

之
19

37
年

12
月

23
日

書
簡

8−
21

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
次
兄
。

高
雄
市
旅
館
吾
妻
よ
り
。

39
原

田
耕

作
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

原
田

耕
作

原
田

実
之

19
37
年

12
月

28
日

は
が
き

8−
22

「
佐
世
保
軍
艦
磐
手
原
田
耕
作
」

原
田
耕
作
：
海
軍
兵
学
校
第

49
期
。
原
田
実
之
の
長
兄
。

40
北

出
亀

次
郎

発
原

田
実

之
宛

書
簡

北
出

亀
次

郎
原

田
実

之
19

37
年

12
月

29
日

書
簡

8−
23

41
吉

村
賢

二
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

吉
村

賢
二

原
田

実
之

19
37
年

12
月

2□
日

は
が
き

8−
24

吉
村
賢
二
：
東
亜
同
文
書
院
第

33
期
生
・
奈
良
。

42
難

波
了

三
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

難
波

了
三

原
田

実
之

19
37
年

12
月

は
が
き

8−
25

軍
事
郵
便

「
陸
軍
航
空
兵
中
佐
難
波
了
三
」

43
吉

川
茂

雄
富

美
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

吉
川

茂
雄

 
富

美
原

田
実

之
19

38
年

1月
1日

は
が
き

8−
26

「
満
洲
帝
国
郵
政
」
は
が
き

44
吉

川
長

四
郎

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
吉

川
長

四
郎

原
田

実
之

19
38
年

1月
1日

は
が
き

8−
27

軍
事
郵
便

45
戸

田
義

郎
発

原
田

実
之
今

村
鎮

雄
宛

は
が

き
戸

田
義

郎
原

田
実

之
今

村
鎮

雄
19

38
年

1月
1日

は
が
き

8−
28

戸
田
義
郎
：
東
亜
同
文
書
院
教
授
。

46
原

田
稔

発
原

田
実

之
宛

書
簡

原
田

稔
原

田
実

之
19

38
年

1月
1日

書
簡

8−
29

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
次
兄
。

「
佐
世
保
局
気
付
軍
艦
長
良
司
令
部
原
田
稔
」

47
原

田
喜

代
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
喜

代
原

田
実

之
19

38
年

1月
5日

書
簡

8−
30

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉
。

48
萩

下
利

明
発

原
田

実
之

宛
書

簡
萩

下
利

明
原

田
実

之
19

38
年

1月
9日

書
簡

8−
31

萩
下
利
明
：
東
亜
同
文
書
院
第

35
期
生
・
奈
良
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
状
況
、
東
亜
同
文
書
院
が
春
に
南
洋
大
学
（
交
通

大
学
）
施
設
を
用
い
て
上
海
復
帰
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

49
鈴

木
択

郎
発

原
田

実
之

宛
は

が
き
鈴

木
択

郎
原

田
実

之
19

38
年

1月
10
日

は
が
き

8−
32

軍
事
郵
便

鈴
木
択
郎
：
東
亜
同
文
書
院
第

15
期
生
、
東
亜
同
文
書
院
教
授
。

51
辻

野
□

□
□

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
辻
野
□
□
□

原
田

実
之

19
38
年

1月
13
日

は
が
き

8−
33

軍
事
郵
便

52
森
脇
大
造
発

兵
隊

さ
ん

宛
書

簡
森
脇
大
造

兵
隊

さ
ん

19
38
年

1月
14
日

原
稿
用
紙

8−
34

コ
ク
ヨ

16
5　

40
0字
詰
め
原
稿
用
紙

「
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
町
尋
常
小
学
校
六
年
は
組
森
脇
大
造
」

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

10
雁

の
音

19
39
年

12
月

文
書
綴
じ

3

三
島
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

2月
29
日
）

妹
発
兄
宛
（

2月
28
日
）

□美
発
実
之
宛
（

2月
26
日
）

小
竹
忠
夫
［
後
に
祥
文
。
東
亜
同
文
書
院
第

37
期
生
・
奈
良
］
発
原
田
実
之

宛
（

19
40
年

2月
10
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

2月
7日
）

〔
判
読
不
明
〕
実
之
宛
（

1月
22
日
）

妹
発
兄
宛
（

1月
30
日
）

〔
不
明
〕
（

19
40
年

1月
19
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

1月
13
日
）

妹
発
兄
宛
（

1月
11
日
）

上
瀧
浩
之
発
原
田
実
之
宛
（

19
39
年

12
月

27
日
）

11

豊
橋
陸

軍
第

二
陸

軍
予

備
士

官
学

校
熱
田

隊
第

十
期

生
と

（
前

期
）

（
昭
和

一
九

年
・

一
・

二
〇

入
校

−
 
一

九
年

・
四

・
二

三
迠

）
他

19
44
年

写
真
ア
ル
バ
ム

24
×3
1.
5

4

12
旅

順
閉

塞
戦

記
念

帖
ア
ル
バ
ム

28
.5
×2
1

5
裏
表
紙
欠
損
。

13
［

写
真

ス
ク

ラ
ッ

プ
］

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

6−
1

14
大

阪
毎

日
新

聞
19

42
年

8月
19
日

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

添
付

新
聞

6−
2

15
大

阪
毎

日
新

聞
19

42
年

12
月

9日
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

添
付

新
聞

6−
3

16
感

謝
状

松
江

県
長

唐
克

明
原

田
少

尉
19

42
年

10
月

30
日

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

添
付

文
書

6−
4

17
昭

和
三

年
度

練
習

艦
隊

巡
航

記
念

練
習

艦
隊

司
令

部
［

印
刷

］
帝

国
海

軍
社

19
29
年

6月
30
日

写
真
集

7
函
入
り

18
慰

問
袋

　
北

米
加

州
ガ

ダ
ル

ビ
市

画
村
邦

語
学

園
母

の
会

印
布
袋

8−
1

19
原

田
典

子
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
典

子
原

田
実

之
19

37
年

10
月

10
日

書
簡

8−
2

20
原

田
喜

代
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
喜

代
原

田
実

之
19

37
年

10
月

19
日

書
簡

8−
3

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉

21
原

田
の

り
子

発
原

田
実

之
宛

書
簡

原
田

の
り

子
［

原
田

典
子

］
原

田
実

之
19

37
年

10
月

22
日

書
簡

8−
4

22
原

田
の

り
子

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
原

田
の

り
子

［
原

田
典

子
］

原
田

実
之

19
37
年

10
月

27
日

は
が
き

8−
5

絵
は
が
き
「
京
都
宇
治
宝
蔵
院
鉄
眼
像
」

23
原

田
喜

代
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
喜

代
原

田
実

之
19

37
年

10
月

26
日

書
簡

8−
6

24
大

木
発

原
田

実
之

宛
東

亜
同

文
院

学
生
課

転
送

柳
川

部
隊

田
辺

付
通

訳
原
田

実
之

宛
書

簡

天
津

山
口

部
隊

附
　

大
木

□
□

大
佐 東

亜
同

文
書

院
学

生
課

原
田

実
之

19
37
年

11
月

5日
書
簡

8−
7

軍
事
郵
便

25
松

本
正

一
発

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
（

我
ら

が
兵

士
様

）
宛

書
簡

松
本

正
一

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
（

我
ら

が
兵

士
様

）
19

37
年

11
月

20
日

書
簡

8−
8

封
筒
差
出
人
「
市
内
目
黒
区
鷹
番
町
二
十
七
番
地
松
本
金
光
方
正
一
」

26
正

田
一

栄
発

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
宛

書
簡

正
田

一
栄

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
19

37
年

11
月

20
日

書
簡

8−
9

封
筒
差
出
人
「
東
京
市
目
黒
区
碑
文
谷
碑
尋
常
高
等
小
学
校
五
年
三
組
正
田

一
栄
」

27
萩

下
利

明
発

原
田

喜
代

宛
書

簡
萩

下
利

明
原

田
喜

代
19

37
年

11
月

29
日

書
簡

8−
10

萩
下
利
明
：
東
亜
同
文
書
院
第

35
期
生
・
奈
良
。

原
田
実
之
の
長
崎
分
校
よ
り
通
訳
従
軍
出
発
を
知
ら
せ
寮
の
荷
物
の
実
家
送

付
を
知
ら
せ
る
。
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

28
原

田
と

し
恵

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
原

田
と

し
恵

原
田

実
之

19
37
年

12
月

3日
は
が
き

8−
11

29
城

山
典

男
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

城
山

典
男

原
田

実
之

19
37
年

12
月

4日
は
が
き

8−
12

30
原

田
幸

枝
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
幸

枝
原

田
実

之
19

37
年

12
月

4日
書
簡

8−
13

原
田
幸
枝
：
原
田
実
之
の
妹

「
受
付

19
38
年

2月
16
日
参
三
課
印
」

「
大
き
い
兄
さ
ん
宛
　
佐
世
保
局
気
付
軍
艦
磐
手

 小
さ
い
兄
さ
ん
宛
　
佐

世
保
局
気
付
（
又
ハ
馬
公
局
気
付
）
軍
艦
長
良
第
五
水
雷
戦
隊
司
令
部
（
又

ハ
幕
僚
室
）
」

31
原

田
龍

蔵
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

原
田

龍
蔵

原
田

実
之

19
37
年

12
月

5日
は
が
き

8−
14

軍
事
郵
便

32
辻

野
□

□
□

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
辻

野
□

□
□

原
田

実
之

19
37
年

12
月

6日
は
が
き

8−
15

軍
事
郵
便

33
吉

川
長

四
郎

発
原

田
実

之
宛

書
簡

吉
川

長
四

郎
原

田
実

之
19

37
年

12
月

7日
書
簡

8−
16

軍
事
郵
便

『
大
阪
毎
日
新
聞
』

19
37
年

12
月

5日
夕
刊
切
り
抜
き
「
学
壇
か
ら
戦
線
へ

教
え
子
と
奮
闘
競
ふ
　
通
訳
従
軍
の
拓
大
、
龍
大
教
授
ら
　
輝
か
し
い
北
支

の
異
彩
」

34
柳

谷
徳

次
郎

発
は

が
き

柳
谷

徳
次

郎
19

37
年

12
月

13
日

は
が
き

8−
17

35
青

井
正

親
発

原
田

実
之

宛
書

簡
青

井
正

親
原

田
実

之
19

37
年

12
月

15
日

書
簡

8−
18

軍
事
郵
便

青
井
正
親
：
東
亜
同
文
書
院

35
期
生
。

36
原

田
実

之
宛

は
が

き
原

田
実

之
19

37
年

12
月

16
日

は
が
き

8−
19

軍
事
郵
便

絵
は
が
き
「
甘
橿
檮
丘
よ
り
飛
鳥
京
を
望
む
」

37
吉

川
長

四
郎

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
吉

川
長

四
郎

原
田

実
之

19
37
年

12
月

22
日

は
が
き

8−
20

軍
事
郵
便

38
原

田
稔

発
原

田
実

之
宛

書
簡

原
田

稔
原

田
実

之
19

37
年

12
月

23
日

書
簡

8−
21

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
次
兄
。

高
雄
市
旅
館
吾
妻
よ
り
。

39
原

田
耕

作
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

原
田

耕
作

原
田

実
之

19
37
年

12
月

28
日

は
が
き

8−
22

「
佐
世
保
軍
艦
磐
手
原
田
耕
作
」

原
田
耕
作
：
海
軍
兵
学
校
第

49
期
。
原
田
実
之
の
長
兄
。

40
北

出
亀

次
郎

発
原

田
実

之
宛

書
簡

北
出

亀
次

郎
原

田
実

之
19

37
年

12
月

29
日

書
簡

8−
23

41
吉

村
賢

二
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

吉
村

賢
二

原
田

実
之

19
37
年

12
月

2□
日

は
が
き

8−
24

吉
村
賢
二
：
東
亜
同
文
書
院
第

33
期
生
・
奈
良
。

42
難

波
了

三
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

難
波

了
三

原
田

実
之

19
37
年

12
月

は
が
き

8−
25

軍
事
郵
便

「
陸
軍
航
空
兵
中
佐
難
波
了
三
」

43
吉

川
茂

雄
富

美
発

原
田

実
之

宛
は

が
き

吉
川

茂
雄

 
富

美
原

田
実

之
19

38
年

1月
1日

は
が
き

8−
26

「
満
洲
帝
国
郵
政
」
は
が
き

44
吉

川
長

四
郎

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
吉

川
長

四
郎

原
田

実
之

19
38
年

1月
1日

は
が
き

8−
27

軍
事
郵
便

45
戸

田
義

郎
発

原
田

実
之
今

村
鎮

雄
宛

は
が

き
戸

田
義

郎
原

田
実

之
今

村
鎮

雄
19

38
年

1月
1日

は
が
き

8−
28

戸
田
義
郎
：
東
亜
同
文
書
院
教
授
。

46
原

田
稔

発
原

田
実

之
宛

書
簡

原
田

稔
原

田
実

之
19

38
年

1月
1日

書
簡

8−
29

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
次
兄
。

「
佐
世
保
局
気
付
軍
艦
長
良
司
令
部
原
田
稔
」

47
原

田
喜

代
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
喜

代
原

田
実

之
19

38
年

1月
5日

書
簡

8−
30

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉
。

48
萩

下
利

明
発

原
田

実
之

宛
書

簡
萩

下
利

明
原

田
実

之
19

38
年

1月
9日

書
簡

8−
31

萩
下
利
明
：
東
亜
同
文
書
院
第

35
期
生
・
奈
良
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
状
況
、
東
亜
同
文
書
院
が
春
に
南
洋
大
学
（
交
通

大
学
）
施
設
を
用
い
て
上
海
復
帰
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

49
鈴

木
択

郎
発

原
田

実
之

宛
は

が
き
鈴

木
択

郎
原

田
実

之
19

38
年

1月
10
日

は
が
き

8−
32

軍
事
郵
便

鈴
木
択
郎
：
東
亜
同
文
書
院
第

15
期
生
、
東
亜
同
文
書
院
教
授
。

51
辻

野
□

□
□

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
辻
野
□
□
□

原
田

実
之

19
38
年

1月
13
日

は
が
き

8−
33

軍
事
郵
便

52
森
脇
大
造
発

兵
隊

さ
ん

宛
書

簡
森
脇
大
造

兵
隊

さ
ん

19
38
年

1月
14
日

原
稿
用
紙

8−
34

コ
ク
ヨ

16
5　

40
0字
詰
め
原
稿
用
紙

「
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
町
尋
常
小
学
校
六
年
は
組
森
脇
大
造
」

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

10
雁

の
音

19
39
年

12
月

文
書
綴
じ

3

三
島
発
原
田
実
之
宛
（

19
40
年

2月
29
日
）

妹
発
兄
宛
（

2月
28
日
）

□美
発
実
之
宛
（

2月
26
日
）

小
竹
忠
夫
［
後
に
祥
文
。
東
亜
同
文
書
院
第

37
期
生
・
奈
良
］
発
原
田
実
之

宛
（

19
40
年

2月
10
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

2月
7日
）

〔
判
読
不
明
〕
実
之
宛
（

1月
22
日
）

妹
発
兄
宛
（

1月
30
日
）

〔
不
明
〕
（

19
40
年

1月
19
日
）

喜
代
発
実
之
宛
（

1月
13
日
）

妹
発
兄
宛
（

1月
11
日
）

上
瀧
浩
之
発
原
田
実
之
宛
（

19
39
年

12
月

27
日
）

11

豊
橋
陸

軍
第

二
陸

軍
予

備
士

官
学

校
熱
田

隊
第

十
期

生
と

（
前

期
）

（
昭
和

一
九

年
・

一
・

二
〇

入
校

−
 
一

九
年

・
四

・
二

三
迠

）
他

19
44
年

写
真
ア
ル
バ
ム

24
×3
1.
5

4

12
旅

順
閉

塞
戦

記
念

帖
ア
ル
バ
ム

28
.5
×2
1

5
裏
表
紙
欠
損
。

13
［

写
真

ス
ク

ラ
ッ

プ
］

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

6−
1

14
大

阪
毎

日
新

聞
19

42
年

8月
19
日

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

添
付

新
聞

6−
2

15
大

阪
毎

日
新

聞
19

42
年

12
月

9日
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

添
付

新
聞

6−
3

16
感

謝
状

松
江

県
長

唐
克

明
原

田
少

尉
19

42
年

10
月

30
日

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

添
付

文
書

6−
4

17
昭

和
三

年
度

練
習

艦
隊

巡
航

記
念

練
習

艦
隊

司
令

部
［

印
刷

］
帝

国
海

軍
社

19
29
年

6月
30
日

写
真
集

7
函
入
り

18
慰

問
袋

　
北

米
加

州
ガ

ダ
ル

ビ
市

画
村
邦

語
学

園
母

の
会

印
布
袋

8−
1

19
原

田
典

子
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
典

子
原

田
実

之
19

37
年

10
月

10
日

書
簡

8−
2

20
原

田
喜

代
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
喜

代
原

田
実

之
19

37
年

10
月

19
日

書
簡

8−
3

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉

21
原

田
の

り
子

発
原

田
実

之
宛

書
簡

原
田

の
り

子
［

原
田

典
子

］
原

田
実

之
19

37
年

10
月

22
日

書
簡

8−
4

22
原

田
の

り
子

発
原

田
実

之
宛

は
が

き
原

田
の

り
子

［
原

田
典

子
］

原
田

実
之

19
37
年

10
月

27
日

は
が
き

8−
5

絵
は
が
き
「
京
都
宇
治
宝
蔵
院
鉄
眼
像
」

23
原

田
喜

代
発

原
田

実
之

宛
書

簡
原

田
喜

代
原

田
実

之
19

37
年

10
月

26
日

書
簡

8−
6

24
大

木
発

原
田

実
之

宛
東

亜
同

文
院

学
生
課

転
送

柳
川

部
隊

田
辺

付
通

訳
原
田

実
之

宛
書

簡

天
津

山
口

部
隊

附
　

大
木

□
□

大
佐 東

亜
同

文
書

院
学

生
課

原
田

実
之

19
37
年

11
月

5日
書
簡

8−
7

軍
事
郵
便

25
松

本
正

一
発

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
（

我
ら

が
兵

士
様

）
宛

書
簡

松
本

正
一

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
（

我
ら

が
兵

士
様

）
19

37
年

11
月

20
日

書
簡

8−
8

封
筒
差
出
人
「
市
内
目
黒
区
鷹
番
町
二
十
七
番
地
松
本
金
光
方
正
一
」

26
正

田
一

栄
発

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
宛

書
簡

正
田

一
栄

陸
軍

の
兵

隊
さ

ん
19

37
年

11
月

20
日

書
簡

8−
9

封
筒
差
出
人
「
東
京
市
目
黒
区
碑
文
谷
碑
尋
常
高
等
小
学
校
五
年
三
組
正
田

一
栄
」

27
萩

下
利

明
発

原
田

喜
代

宛
書

簡
萩

下
利

明
原

田
喜

代
19

37
年

11
月

29
日

書
簡

8−
10

萩
下
利
明
：
東
亜
同
文
書
院
第

35
期
生
・
奈
良
。

原
田
実
之
の
長
崎
分
校
よ
り
通
訳
従
軍
出
発
を
知
ら
せ
寮
の
荷
物
の
実
家
送

付
を
知
ら
せ
る
。

67
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

76
小
竹
忠
夫
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
小
竹
忠
夫

原
田
実
之

19
38
年

2月
9日

は
が
き

8−
58

軍
事
郵
便

小
竹
忠
夫
：
後
に
祥
文
。
東
亜
同
文
書
院
第

37
期
生
・
奈
良
。

77
安
田
秀
三
発
原
田
実
之
宛
書
簡

安
田
秀
三

原
田
実
之

19
38
年

2月
13
日

書
簡

8−
59

安
田
秀
三
：
東
亜
同
文
書
院
第

36
期
生
・
奈
良
。

78
日
本
の
軍
人
様
宛

Y
. T

su
tsu

m
id

a
日
本
の
軍
人

19
38
年

2月
16
日

書
簡

8−
60

未
開
封
。

「
Fr

om
 Y

. T
su

ts
um

id
a 

P.
O

.B
ox

 1
13

 D
…

…
, C

ity
. U

.S
.A
」

79
原
田
と
し
恵
発
原
田
実
之
宛
書
簡
原
田
と
し
恵

原
田
実
之

19
38
年

2月
20
日

書
簡

8−
61

80
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

2月
22
日

書
簡

8−
62

軍
事
郵
便

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
姉

81
岩
井
真
実
発
原
田
実
之
宛
書
簡

岩
井
真
実
□

原
田
実
之

19
38
年

2月
書
簡

8−
63

軍
事
郵
便

岩
井
真
実
、
岩
井
由
、
岩
井

□…
…

□の
3名
の
書
簡
と
絵
。
岩
井
由
の
文
は

2
月

3日
付
。

82
原
田
耕
作
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
原
田
耕
作

原
田
実
之

19
38
年

3月
2日

は
が
き

8−
64

速
達

「
佐
世
保
軍
艦
磐
手
　
原
田
耕
作
」

原
田
耕
作
：
海
軍
兵
学
校
第

49
期
。
原
田
実
之
兄
。

原
田
実
之
の
帰
還
を
知
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

83
ハ
ラ
ダ
コ
ウ
サ
ク
発
ハ
ラ
ダ
ミ
ユ

キ
宛
電
報

ハ
ラ
ダ
コ
ウ
サ
ク
［
原
田
耕
作
］
ハ
ラ
ダ
ミ
ユ
キ
［
原
田
実
之
］

19
38
年

3月
2日

電
報

8−
65

「
コ
ウ
キ
ア
ル
ガ
イ
セ
ン
ヲ
シ
ユ
ク
ス
」

84
蒲
原
時
計
店
長
崎
支
店
発
原
田
耕

作
方
原
田
実
之
宛
は
が
き

蒲
原
時
計
店
長
崎
店

原
田
実
之

19
38
年

3月
12
日

は
が
き

8−
66

「
…

…
東
亜
同
文
書
院
よ
り
御
依
頼
の
賞
品
置
時
計
完
全
荷
造
り
の
上
本
日

客
車
便
に
て
御
送
付
申
上
げ
」

85
大
木
□
次
郎
発
原
田
実
之
宛
は
が

き
大
木
□
次
郎

原
田
実
之

8日
は
が
き

8−
67

軍
事
郵
便

86
萩
下
利
明
発
原
田
実
之
佐
藤
英
雄

宛
書
簡

萩
下
利
明

原
田
実
之

佐
藤
英
雄

29
日

便
箋

8−
68

87
馬
淵
行
雄
［
絵
］

馬
淵
行
雄

絵
8−
69

「
大
阪
市
鷺
洲
第
四
尋
常
小
学
校
　
ゴ
ノ
一
　
馬
淵
行
雄
」

88
増
訂
　
篆
文
詳
註
　
日
本
大
『
玉

篇
』

石
川
鴻
斎
［
石
川
英
］

博
文
館

18
91
年

11
月

8日
上
巻

中
巻

下
巻

線
装
本

9
18

87
年

5月
初
版

「
原
田
蔵
書
」
印

89
任
官
叙
位
叙
勲
辞
令
書
　
下
士
官

以
来

19
09
年

11
月

紙
包
み

10
−1

紙
包
み
内
側
に
「
陸
軍
憲
兵
軍
曹
勲
七
　
陸
軍
憲
兵
曹
長
　
明
治
四
十
二
年

十
一
月
」
と
記
す
。

90
陸
軍
教
導
団
歩
兵
科
卒
業
証
書

陸
軍
教
導
団
長
陸
軍
歩
兵
中
佐
正

六
位
勲
三
等
波
多
野
毅

陸
軍
教
導
団
生
徒
原
田
多
蔵

18
91
年

3月
26
日

文
書

10
−2

91
任
陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹

陸
軍
教
導
団
長

原
田
多
蔵

18
91
年

4月
1日

文
書

10
−3

92
任
陸
軍
歩
兵
曹
長

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
94
年

12
月

21
日

文
書

10
−4

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

93
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
ノ
功
ニ
依

リ
勲
八
等
白
色
桐
葉
章
及
年
金
参

拾
六
円
ヲ
授
ケ
賜
フ

賞
勲
局
総
裁
正
三
位
勲
一
等
子
爵

大
給
恒

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
96
年

6月
30
日

文
書

10
−5

94
任
陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長

陸
軍
省

陸
分
歩
兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
99
年

7月
24
日

文
書

10
−6

95
補
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
付

陸
軍
省

陸
軍
歩
兵
少
尉
原
田
多
蔵

19
06
年

2月
13
日

文
書

10
−7

陸
軍
省
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

96
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
ノ
功
ニ
依

リ
勲
五
等
双
光
旭
日
章
及
金
参
百

五
拾
円
ヲ
授
ケ
賜
フ

賞
勲
局
総
裁
従
二
位
勲
一
等
子
爵

大
給
恒

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
六
等
原

田
多
蔵

19
06
年

4月
1日

文
書

10
−8

97
叙
十
七
位

宮
内
大
臣
正
二
位
勲
一
等
伯
爵
田

中
光
顕

正
八
位
勲
五
等
原
田
多
蔵

19
08
年

3月
20
日

文
書

10
−9

98
任
陸
軍
憲
兵
中
尉

内
閣
総
理
大
臣
従
二
位
大
勲
位
功

三
級
侯
爵
桂
太
郎

陸
軍
歩
兵
中
尉
従
七
位
勲
五
等
原

田
多
蔵

19
09
年

1月
18
日

文
書

10
−1
0

99
任
陸
軍
憲
兵
大
尉

内
閣
総
理
大
臣
正
二
位
大
勲
位
功

三
級
侯
爵
桂
太
郎

陸
軍
憲
兵
中
尉
従
七
位
勲
五
等
原

田
多
蔵

19
10
年

11
月

30
日

文
書

10
−1
1

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

53
三
上
二
三
雄
発
上
海
へ
居
ら
れ
る

兵
隊
さ
ん
宛
書
簡

三
上
二
三
雄

上
海
に
居
ら
れ
る
兵
隊
さ
ん

19
38
年

1月
14
日

原
稿
用
紙

8−
35

コ
ク
ヨ

16
5　

40
0字
詰
め
原
稿
用
紙

「
大
阪
市
神
路
尋
常
小
学
校
六
年
は
組
三
上
二
三
雄
」

54
原
嘉
道
発
上
海
付
近
に
警
備
し
て

ら
っ
し
ゃ
る
兵
隊
宛
書
簡

原
嘉
道

上
海
付
近
に
警
備
し
て
ら
っ
し
ゃ

る
兵
隊

19
38
年

1月
14
日

原
稿
用
紙

8−
36

コ
ク
ヨ

16
5　

40
1字
詰
め
原
稿
用
紙

「
大
阪
市
神
路
小
学
校
六
年
は
組
原
嘉
道
」

55
原
田
稔
発
原
田
実
之
宛
は
が
き

原
田
稔

原
田
実
之

19
38
年

1月
15
日

は
が
き

8−
37

軍
事
郵
便

「
軍
艦
長
良
司
令
部
原
田
稔
」

絵
は
が
き
「
（
霧
社
名
勝
）
霧
ケ
岡
社
」

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
兄
。

56
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

1月
15
日

書
簡

8−
38

軍
事
郵
便

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉
。

57
原
田
耕
作
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
原
田
耕
作

原
田
実
之

19
38
年

1月
17
日

は
が
き

8−
39

原
田
耕
作
：
海
軍
兵
学
校
第

49
期
。
原
田
実
之
の
長
兄
。

58
東
亜
同
文
書
院
籠
球
部
発
原
田
実

之
宛
書
簡

東
亜
同
文
書
院
籠
球
部

原
田
実
之

19
38
年

1月
17
日

書
簡

8−
40

軍
事
郵
便
東
亜
同
文
書
院
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
寄
せ
書
き
。
文
中
に
昭

和
13
年

1月
17
日
と
あ
り
。

59
原
田
の
り
子
発
原
田
実
之
宛
書
簡
原
田
の
り
子
［
原
田
典
子
］

原
田
実
之

19
38
年

1月
18
日

書
簡

8−
41

60
吉
川
長
四
郎
発
原
田
実
之
宛
書
簡
吉
川
長
四
郎

原
田
実
之

19
38
年

1月
19
日

書
簡

8−
42

軍
事
郵
便

『
大
阪
毎
日
新
聞
』

19
38
年

1月
13
日
朝
刊
切
り
抜
き
「

“懐
か
し
や
部
隊
長

さ
ま

”泣
き
す
が
る
日
本
女
」

61
金
居
三
郎
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
金
居
三
郎

原
田
実
之

19
38
年

1月
19
日

は
が
き

8−
43

軍
事
郵
便

62
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
翰

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

1月
20
日

書
簡

8−
44

軍
事
郵
便

「
稔
兄
さ
ん
は
第
三
艦
隊
の
参
謀
に
補
せ
ら
れ
」
「
佐
世
保
局
気
付
軍
艦
長

良
第
五
水
雷
戦
隊
司
令
部
」

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
兄
。

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉
。

63
昭
崎
発
原
田
実
之
宛
書
簡

昭
崎

原
田
実
之

19
38
年

1月
22
日

書
簡

8−
45

軍
事
郵
便

64
原
田
稔
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
稔

原
田
実
之

19
38
年

1月
26
日

書
簡

8−
46

軍
事
郵
便

「
広
東
沖
よ
り
」

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
兄
。

65
吉
村
賢
二
発
原
田
実
之
宛
書
簡

吉
村
賢
二

原
田
実
之

19
38
年

1月
26
日

書
簡

8−
47

吉
村
賢
二
：
東
亜
同
文
書
院
第
3
3
期
生
。

「
君
の
就
職
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
　
少
な
か
ら
ず
気
懸
り
に
な
つ
て
い
る

母
校
の
名
誉
恢
復
の
犠
牲
と
も
云
へ
る
四
年
生
諸
兄
の
幸
運
を
祈
つ
て
止
ま

ぬ
」

66
大
木
大
佐
発
原
田
実
之
宛
書
簡

大
木
大
佐

原
田
実
之

19
38
年

1月
27
日

書
簡

8−
48

軍
事
郵
便

「
北
支
派
遣
山
口
部
隊
付
大
木
大
佐
」

67
脇
田
五
郎
発
田
辺
正
登
原
田
実
之

宛
書
簡

脇
田
五
郎

田
辺
正
登

原
田
実
之

19
38
年

1月
29
日

書
簡

8−
49

脇
田
五
郎
：
東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生
。

田
辺
正
登
：
東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生
。

68
小
倉
邦
史
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
小
倉
邦
史

原
田
実
之

19
38
年

1月
30
日

は
が
き

8−
50

軍
事
郵
便

69
戸
田
義
郎
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
戸
田
義
郎

原
田
実
之

19
38
年

1月
30
日

は
が
き

8−
51

軍
事
郵
便

戸
田
義
郎
：
東
亜
同
文
書
院
教
授
。

70
大
木
真
夫
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
大
木
真
夫

原
田
実
之

19
38
年

1月
31
日

は
が
き

8−
52

絵
は
が
き
明
治
神
宮

71
原
田
幸
枝
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
幸
枝

原
田
実
之

19
28
年

1月
31
日

書
簡

8−
53

軍
事
郵
便

姉
と
妹
の
書
簡
。

原
田
幸
枝
：
原
田
実
之
の
妹
。

72
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

2月
2日

書
簡

8−
54

軍
事
郵
便

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
姉

73
原
田
の
り
子
発
原
田
実
之
宛
書
簡
原
田
の
り
子
［
原
田
典
子
］

原
田
実
之

19
38
年

2月
4日

書
簡

8−
55

軍
事
郵
便

74
安
田
秀
三
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
安
田
秀
三

原
田
実
之

19
28
年

2月
5日

は
が
き

8−
56

軍
事
郵
便

安
田
秀
三
：
東
亜
同
文
書
院
第

36
期
生
・
奈
良
。

75
東
亜
同
文
書
院
発
原
田
実
之
宛
封

筒
東
亜
同
文
書
院

原
田
実
之

19
38
年

2月
8日

封
筒

8−
57

軍
事
郵
便

裏
面
に
「
兵
役
件
」
と
記
す
。

68
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

76
小
竹
忠
夫
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
小
竹
忠
夫

原
田
実
之

19
38
年

2月
9日

は
が
き

8−
58

軍
事
郵
便

小
竹
忠
夫
：
後
に
祥
文
。
東
亜
同
文
書
院
第

37
期
生
・
奈
良
。

77
安
田
秀
三
発
原
田
実
之
宛
書
簡

安
田
秀
三

原
田
実
之

19
38
年

2月
13
日

書
簡

8−
59

安
田
秀
三
：
東
亜
同
文
書
院
第

36
期
生
・
奈
良
。

78
日
本
の
軍
人
様
宛

Y
. T

su
tsu

m
id

a
日
本
の
軍
人

19
38
年

2月
16
日

書
簡

8−
60

未
開
封
。

「
Fr

om
 Y

. T
su

ts
um

id
a 

P.
O

.B
ox

 1
13

 D
…

…
, C

ity
. U

.S
.A
」

79
原
田
と
し
恵
発
原
田
実
之
宛
書
簡
原
田
と
し
恵

原
田
実
之

19
38
年

2月
20
日

書
簡

8−
61

80
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

2月
22
日

書
簡

8−
62

軍
事
郵
便

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
姉

81
岩
井
真
実
発
原
田
実
之
宛
書
簡

岩
井
真
実
□

原
田
実
之

19
38
年

2月
書
簡

8−
63

軍
事
郵
便

岩
井
真
実
、
岩
井
由
、
岩
井

□…
…

□の
3名
の
書
簡
と
絵
。
岩
井
由
の
文
は

2
月

3日
付
。

82
原
田
耕
作
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
原
田
耕
作

原
田
実
之

19
38
年

3月
2日

は
が
き

8−
64

速
達

「
佐
世
保
軍
艦
磐
手
　
原
田
耕
作
」

原
田
耕
作
：
海
軍
兵
学
校
第

49
期
。
原
田
実
之
兄
。

原
田
実
之
の
帰
還
を
知
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

83
ハ
ラ
ダ
コ
ウ
サ
ク
発
ハ
ラ
ダ
ミ
ユ

キ
宛
電
報

ハ
ラ
ダ
コ
ウ
サ
ク
［
原
田
耕
作
］
ハ
ラ
ダ
ミ
ユ
キ
［
原
田
実
之
］

19
38
年

3月
2日

電
報

8−
65

「
コ
ウ
キ
ア
ル
ガ
イ
セ
ン
ヲ
シ
ユ
ク
ス
」

84
蒲
原
時
計
店
長
崎
支
店
発
原
田
耕

作
方
原
田
実
之
宛
は
が
き

蒲
原
時
計
店
長
崎
店

原
田
実
之

19
38
年

3月
12
日

は
が
き

8−
66

「
…

…
東
亜
同
文
書
院
よ
り
御
依
頼
の
賞
品
置
時
計
完
全
荷
造
り
の
上
本
日

客
車
便
に
て
御
送
付
申
上
げ
」

85
大
木
□
次
郎
発
原
田
実
之
宛
は
が

き
大
木
□
次
郎

原
田
実
之

8日
は
が
き

8−
67

軍
事
郵
便

86
萩
下
利
明
発
原
田
実
之
佐
藤
英
雄

宛
書
簡

萩
下
利
明

原
田
実
之

佐
藤
英
雄

29
日

便
箋

8−
68

87
馬
淵
行
雄
［
絵
］

馬
淵
行
雄

絵
8−
69

「
大
阪
市
鷺
洲
第
四
尋
常
小
学
校
　
ゴ
ノ
一
　
馬
淵
行
雄
」

88
増
訂
　
篆
文
詳
註
　
日
本
大
『
玉

篇
』

石
川
鴻
斎
［
石
川
英
］

博
文
館

18
91
年

11
月

8日
上
巻

中
巻

下
巻

線
装
本

9
18

87
年

5月
初
版

「
原
田
蔵
書
」
印

89
任
官
叙
位
叙
勲
辞
令
書
　
下
士
官

以
来

19
09
年

11
月

紙
包
み

10
−1

紙
包
み
内
側
に
「
陸
軍
憲
兵
軍
曹
勲
七
　
陸
軍
憲
兵
曹
長
　
明
治
四
十
二
年

十
一
月
」
と
記
す
。

90
陸
軍
教
導
団
歩
兵
科
卒
業
証
書

陸
軍
教
導
団
長
陸
軍
歩
兵
中
佐
正

六
位
勲
三
等
波
多
野
毅

陸
軍
教
導
団
生
徒
原
田
多
蔵

18
91
年

3月
26
日

文
書

10
−2

91
任
陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹

陸
軍
教
導
団
長

原
田
多
蔵

18
91
年

4月
1日

文
書

10
−3

92
任
陸
軍
歩
兵
曹
長

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
94
年

12
月

21
日

文
書

10
−4

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

93
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
ノ
功
ニ
依

リ
勲
八
等
白
色
桐
葉
章
及
年
金
参

拾
六
円
ヲ
授
ケ
賜
フ

賞
勲
局
総
裁
正
三
位
勲
一
等
子
爵

大
給
恒

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
96
年

6月
30
日

文
書

10
−5

94
任
陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長

陸
軍
省

陸
分
歩
兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
99
年

7月
24
日

文
書

10
−6

95
補
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
付

陸
軍
省

陸
軍
歩
兵
少
尉
原
田
多
蔵

19
06
年

2月
13
日

文
書

10
−7

陸
軍
省
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

96
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
ノ
功
ニ
依

リ
勲
五
等
双
光
旭
日
章
及
金
参
百

五
拾
円
ヲ
授
ケ
賜
フ

賞
勲
局
総
裁
従
二
位
勲
一
等
子
爵

大
給
恒

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
六
等
原

田
多
蔵

19
06
年

4月
1日

文
書

10
−8

97
叙
十
七
位

宮
内
大
臣
正
二
位
勲
一
等
伯
爵
田

中
光
顕

正
八
位
勲
五
等
原
田
多
蔵

19
08
年

3月
20
日

文
書

10
−9

98
任
陸
軍
憲
兵
中
尉

内
閣
総
理
大
臣
従
二
位
大
勲
位
功

三
級
侯
爵
桂
太
郎

陸
軍
歩
兵
中
尉
従
七
位
勲
五
等
原

田
多
蔵

19
09
年

1月
18
日

文
書

10
−1
0

99
任
陸
軍
憲
兵
大
尉

内
閣
総
理
大
臣
正
二
位
大
勲
位
功

三
級
侯
爵
桂
太
郎

陸
軍
憲
兵
中
尉
従
七
位
勲
五
等
原

田
多
蔵

19
10
年

11
月

30
日

文
書

10
−1
1

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

53
三
上
二
三
雄
発
上
海
へ
居
ら
れ
る

兵
隊
さ
ん
宛
書
簡

三
上
二
三
雄

上
海
に
居
ら
れ
る
兵
隊
さ
ん

19
38
年

1月
14
日

原
稿
用
紙

8−
35

コ
ク
ヨ

16
5

40
0字
詰
め
原
稿
用
紙

「
大
阪
市
神
路
尋
常
小
学
校
六
年
は
組
三
上
二
三
雄
」

54
原
嘉
道
発
上
海
付
近
に
警
備
し
て

ら
っ
し
ゃ
る
兵
隊
宛
書
簡

原
嘉
道

上
海
付
近
に
警
備
し
て
ら
っ
し
ゃ

る
兵
隊

19
38
年

1月
14
日

原
稿
用
紙

8−
36

コ
ク
ヨ

16
5

40
1字
詰
め
原
稿
用
紙

「
大
阪
市
神
路
小
学
校
六
年
は
組
原
嘉
道
」

55
原
田
稔
発
原
田
実
之
宛
は
が
き

原
田
稔

原
田
実
之

19
38
年

1月
15
日

は
が
き

8−
37

軍
事
郵
便

「
軍
艦
長
良
司
令
部
原
田
稔
」

絵
は
が
き
「
（
霧
社
名
勝
）
霧
ケ
岡
社
」

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
兄
。

56
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

1月
15
日

書
簡

8−
38

軍
事
郵
便

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉
。

57
原
田
耕
作
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
原
田
耕
作

原
田
実
之

19
38
年

1月
17
日

は
が
き

8−
39

原
田
耕
作
：
海
軍
兵
学
校
第

49
期
。
原
田
実
之
の
長
兄
。

58
東
亜
同
文
書
院
籠
球
部
発
原
田
実

之
宛
書
簡

東
亜
同
文
書
院
籠
球
部

原
田
実
之

19
38
年

1月
17
日

書
簡

8−
40

軍
事
郵
便
東
亜
同
文
書
院
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
寄
せ
書
き
。
文
中
に
昭

和
13
年

1月
17
日
と
あ
り
。

59
原
田
の
り
子
発
原
田
実
之
宛
書
簡
原
田
の
り
子
［
原
田
典
子
］

原
田
実
之

19
38
年

1月
18
日

書
簡

8−
41

60
吉
川
長
四
郎
発
原
田
実
之
宛
書
簡
吉
川
長
四
郎

原
田
実
之

19
38
年

1月
19
日

書
簡

8−
42

軍
事
郵
便

『
大
阪
毎
日
新
聞
』

19
38
年

1月
13
日
朝
刊
切
り
抜
き
「

“懐
か
し
や
部
隊
長

さ
ま

”泣
き
す
が
る
日
本
女
」

61
金
居
三
郎
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
金
居
三
郎

原
田
実
之

19
38
年

1月
19
日

は
が
き

8−
43

軍
事
郵
便

62
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
翰

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

1月
20
日

書
簡

8−
44

軍
事
郵
便

「
稔
兄
さ
ん
は
第
三
艦
隊
の
参
謀
に
補
せ
ら
れ
」
「
佐
世
保
局
気
付
軍
艦
長

良
第
五
水
雷
戦
隊
司
令
部
」

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
兄
。

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
の
姉
。

63
昭
崎
発
原
田
実
之
宛
書
簡

昭
崎

原
田
実
之

19
38
年

1月
22
日

書
簡

8−
45

軍
事
郵
便

64
原
田
稔
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
稔

原
田
実
之

19
38
年

1月
26
日

書
簡

8−
46

軍
事
郵
便

「
広
東
沖
よ
り
」

原
田
稔
：
海
軍
兵
学
校
第

56
期
。
原
田
実
之
の
兄
。

65
吉
村
賢
二
発
原
田
実
之
宛
書
簡

吉
村
賢
二

原
田
実
之

19
38
年

1月
26
日

書
簡

8−
47

吉
村
賢
二
：
東
亜
同
文
書
院
第
3
3
期
生
。

「
君
の
就
職
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
　
少
な
か
ら
ず
気
懸
り
に
な
つ
て
い
る

母
校
の
名
誉
恢
復
の
犠
牲
と
も
云
へ
る
四
年
生
諸
兄
の
幸
運
を
祈
つ
て
止
ま

ぬ
」

66
大
木
大
佐
発
原
田
実
之
宛
書
簡

大
木
大
佐

原
田
実
之

19
38
年

1月
27
日

書
簡

8−
48

軍
事
郵
便

「
北
支
派
遣
山
口
部
隊
付
大
木
大
佐
」

67
脇
田
五
郎
発
田
辺
正
登
原
田
実
之

宛
書
簡

脇
田
五
郎

田
辺
正
登

原
田
実
之

19
38
年

1月
29
日

書
簡

8−
49

脇
田
五
郎
：
東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生
。

田
辺
正
登
：
東
亜
同
文
書
院
第

34
期
生
。

68
小
倉
邦
史
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
小
倉
邦
史

原
田
実
之

19
38
年

1月
30
日

は
が
き

8−
50

軍
事
郵
便

69
戸
田
義
郎
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
戸
田
義
郎

原
田
実
之

19
38
年

1月
30
日

は
が
き

8−
51

軍
事
郵
便

戸
田
義
郎
：
東
亜
同
文
書
院
教
授
。

70
大
木
真
夫
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
大
木
真
夫

原
田
実
之

19
38
年

1月
31
日

は
が
き

8−
52

絵
は
が
き
明
治
神
宮

71
原
田
幸
枝
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
幸
枝

原
田
実
之

19
28
年

1月
31
日

書
簡

8−
53

軍
事
郵
便

姉
と
妹
の
書
簡
。

原
田
幸
枝
：
原
田
実
之
の
妹
。

72
原
田
喜
代
発
原
田
実
之
宛
書
簡

原
田
喜
代

原
田
実
之

19
38
年

2月
2日

書
簡

8−
54

軍
事
郵
便

原
田
喜
代
：
原
田
実
之
姉

73
原
田
の
り
子
発
原
田
実
之
宛
書
簡
原
田
の
り
子
［
原
田
典
子
］

原
田
実
之

19
38
年

2月
4日

書
簡

8−
55

軍
事
郵
便

74
安
田
秀
三
発
原
田
実
之
宛
は
が
き
安
田
秀
三

原
田
実
之

19
28
年

2月
5日

は
が
き

8−
56

軍
事
郵
便

安
田
秀
三
：
東
亜
同
文
書
院
第

36
期
生
・
奈
良
。

75
東
亜
同
文
書
院
発
原
田
実
之
宛
封

筒
東
亜
同
文
書
院

原
田
実
之

19
38
年

2月
8日

封
筒

8−
57

軍
事
郵
便

裏
面
に
「
兵
役
件
」
と
記
す
。

69
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

12
4
後
備
歩
兵
第
九
連
隊
付
ヲ
命
ス

第
三
軍
司
令
部

後
備
歩
兵
第
四
旅
団
付
陸
軍
歩
兵

特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
04
年

9月
16
日

文
書

11
−2
0

第
三
軍
司
令
部
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

12
5
任
陸
軍
歩
兵
少
尉

内
閣
総
理
大
臣
従
二
位
勲
一
等
功

三
級
伯
爵
桂
太
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
勲
七
等
原
田

多
蔵

19
04
年

9月
18
日

文
書

11
−2
1

12
6
後
備
歩
兵
第
九
連
隊
付
被
仰
付

陸
軍
省

陸
軍
歩
兵
少
尉
原
田
多
蔵

19
04
年

9月
18
日

文
書

11
−2
2

陸
軍
省
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

12
7
叙
正
八
位

宮
内
大
臣
従
二
位
勲
一
等
子
爵
田

中
光
顕

勲
七
等
原
田
多
蔵

19
05
年

11
月

8日
文
書

11
−2
3

12
8
叙
勲
六
等
授
瑞
宝
章

賞
勲
局

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
七
等
原

田
多
蔵

19
05
年

11
月

31
日

文
書

11
−2
4

「
仮
記
」

12
9
任
陸
軍
歩
兵
中
尉

内
閣
総
理
大
臣
正
二
位
勲
一
等
侯

爵
西
園
寺
公
望

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
五
等
原

田
多
蔵

19
07
年

12
月

21
日

文
書

11
−2
5

13
0
補
大
阪
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
中
尉
原
田
多
蔵

19
09
年

1月
18
日

文
書

11
−2
6

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
1
弔
魂
会
大
阪
憲
兵
隊
委
員
ヲ
原
田

多
蔵
君
ニ
嘱
託
ス

弔
魂
会
長
従
三
位
勲
一
等
功
二
級

男
爵
土
屋
光
春

原
田
多
蔵

19
09
年

6月
14
日

文
書

11
−2
7

弔
魂
会
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
2
賜
一
等
給

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
中
尉
原
田
多
蔵

19
10
年

2月
8日

文
書

11
−2
8

「
陸
軍
省
印
」

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
3
補
大
阪
憲
兵
隊
分
隊
長

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
隊
大
尉
原
田
多
蔵

19
10
年

11
月

30
日

文
書

11
−2
9

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
4
免
本
職
補
広
島
憲
兵
隊
分
隊
長

陸
軍
省

大
阪
憲
兵
隊
分
隊
長
陸
軍
憲
兵
大

尉
原
田
多
蔵

19
11
年

8月
12
日

文
書

11
−3
0

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
5
山
口
憲
兵
分
隊
付
ヲ
命
ス

広
島
憲
兵
隊

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
11
年

8月
17
日

文
書

11
−3
1

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
6
免
本
職
補
久
留
米
憲
兵
隊
分
隊
長

兼
久
留
米
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

広
島
憲
兵
隊
分
隊
長
陸
軍
憲
兵
隊

大
尉
原
田
多
蔵

19
12
年

7月
4日

文
書

11
−3
2

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
7
［
済
生
会
感
謝
状
］

恩
賜
財
団
済
生
会
会
長
正
二
位
大

勲
位
勲
三
級
公
爵
桂
太
郎

原
田
多
蔵

19
13
年

8月
10
日

文
書

11
−3
3

13
8
免
本
職
並
兼
職
補
善
通
寺
憲
兵
隊

分
隊
長
兼
善
通
寺
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

久
留
米
憲
兵
隊
分
隊
長
兼
久
留
米

憲
兵
隊
副
官
陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田

多
蔵

19
14
年

1月
13
日

文
書

11
−3
4

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
9
免
兼
職

陸
軍
省

善
通
寺
憲
兵
隊
分
隊
長
兼
善
通
寺

憲
兵
隊
副
官
陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田

多
蔵

19
14
年

4月
17
日

文
書

11
−3
5

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
0
賜
二
等
給

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
15
年

3月
23
日

文
書

11
−3
6

「
陸
軍
省
印
」

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
1
賜
一
等
給

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
18
年

7月
24
日

文
書

11
−3
7

「
陸
軍
省
印
」

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

14
2
兼
補
善
通
寺
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

善
通
寺
憲
兵
隊
分
隊
長
陸
軍
憲
兵

大
尉
原
田
多
蔵

19
18
年

10
月

19
日

文
書

11
−3
8

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
3
後
備
役
被
仰
付

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
隊
少
佐
原
田
多
蔵

19
19
年

7月
18
日

文
書

11
−3
9

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
4
特
旨
ヲ
以
テ
位
一
級
被
進

宮
内
省

陸
軍
憲
兵
少
佐
従
六
位
勲
四
等
原

田
多
蔵

19
19
年

8月
16
日

文
書

11
−4
0

14
5
叙
正
六
位

宮
内
大
臣
従
一
位
勲
一
等
子
爵
波

多
野
敬
直

従
六
位
勲
四
等
原
田
多
蔵

19
19
年

8月
16
日

文
書

11
−4
1

14
6
［
帝
国
習
字
速
成
学
会
］
会
員
証
帝
国
習
字
速
成
学
会

原
田
多
蔵

文
書

11
−4
2

14
7
射
撃
賞
状

紙
包
み

12
−1

紙
包
み
内
側
に
「
陸
軍
憲
兵
軍
曹
勲
八
等
三
木
助
右
衛
門
　
任
陸
軍
憲
兵
曹

長
」
と
記
す
。

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

10
0
叙
正
七
位

宮
内
大
臣
従
二
位
勲
一
等
子
爵
渡

辺
千
秋

従
七
位
勲
五
等
原
田
多
蔵

19
11
年

2月
10
日

文
書

10
−1
2

10
1
帝
国
軍
人
後
援
会
証

帝
国
軍
人
後
援
会
総
裁
大
勲
位
功

二
級
貞
愛
親
王

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
13
年

9月
文
書

10
−1
3

10
2
叙
従
六
位

宮
内
大
臣
正
三
位
勲
一
等
男
爵
波

多
野
敬
直

正
七
位
勲
四
等
原
田
多
蔵

19
16
年

4月
21
日

文
書

10
−1
4

10
3
任
陸
軍
憲
兵
少
佐

内
閣
総
理
大
臣
正
三
位
勲
一
等
原

敬
陸
軍
憲
兵
大
尉
従
六
位
勲
四
等
原

田
多
蔵

19
19
年

7月
18
日

文
書

10
−1
5

10
4
認
可
状

第
十
一
師
団
経
理
部
長
林
延
治

善
通
寺
憲
兵
隊
出
納
官
吏
陸
軍
憲

兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
19
年

10
月

6日
文
書

10
−1
6

10
5
補
職
昇
給
賞
与
辞
令
書
　
下
士
官

以
来

紙
包
み

11
−1

紙
包
み
内
側
に
「
任
陸
軍
憲
兵
曹
　
明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
日
」
と
記

す
。

10
6
陸
軍
教
導
団
歩
兵
科
生
徒
申
付

陸
軍
教
導
団

鳥
取
県
平
民
原
田
多
蔵

18
89
年

12
月

19
日

文
書

11
−2

10
7
歩
兵
第
九
連
隊
付
申
付

陸
軍
教
導
団

陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
91
年

4月
1日

文
書

11
−3

10
8
給
一
等
給

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
二
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
92
年

4月
5日

文
書

11
−4

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

10
9
給
一
等
給

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
二
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
92
年

4月
5日

文
書

11
−5

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

水
濡
れ
染
み

11
0
任
陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
二
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
92
年

12
月

13
日

文
書

11
−6

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

11
1
給
一
等
給

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
94
年

10
月

13
日

文
書

11
−7

第
四
師
団
歩
兵
第
九
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

11
行
）

11
2
第
七
中
隊
付
ヲ
命
ス

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
94
年

12
月

21
日

文
書

11
−8

第
四
師
団
歩
兵
第
九
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

11
行
）

11
3
給
一
等
給

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
95
年

8月
9日

文
書

11
−9

第
四
師
団
歩
兵
第
九
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

13
行
）

11
4
［
日
本
赤
十
字
社
員
証
］

日
本
赤
十
字
社
総
裁
大
勲
位
功
二

級
彰
仁
親
王

日
本
赤
十
字
社
長
従
二
位
勲
一
等

伯
爵
佐
野
常
民

勲
八
等
原
田
多
蔵

18
97
年

1月
19
日

文
書

11
−1
0

11
5

明
治
二
十
七
八
年
戦
役
ニ
継
キ
再

ヒ
台
湾
地
方
ニ
於
テ
軍
務
ニ
服
シ

其
ノ
功
不
少
ニ
付
金
四
拾
円
ヲ
賜

フ

賞
勲
局
総
裁
正
三
位
勲
一
等
子
爵

大
給
恒

陸
軍
歩
兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
97
年

4月
1日

文
書

11
−1
1

11
6
歩
兵
第
九
連
隊
付
ヲ
免
シ
歩
兵
第

三
十
七
連
隊
付
ヲ
命
ス

第
四
師
団
司
令
部

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
99
年

7月
6日

文
書

11
−1
2

第
四
師
団
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

11
7
補
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
付

陸
軍
省

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

18
99
年

7月
24
日

文
書

11
−1
3

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

11
8
勤
労
ニ
依
リ
金
参
円
賞
賜
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

18
99
年

12
月

28
日

文
書

11
−1
4

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

13
行
）

11
9
勤
労
ニ
依
リ
金
四
拾
円
賞
与
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
長
正
六
位
勲

四
等
椙
原
透

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
00
年

12
月

28
日

文
書

11
−1
5

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

12
0
勤
務
勉
励
ニ
依
リ
金
四
拾
九
円
ヲ

賞
与
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
陸
軍
歩
兵
中

佐
正
六
位
勲
五
等
功
五
級
川
村
宗

五
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

12
月

20
日

文
書

11
−1
6

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

12
1
明
治
三
十
五
年
中
勤
労
ニ
依
リ
金

四
拾
参
円
ヲ
賞
与
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
陸
軍
歩
兵
大

佐
正
六
位
勲
五
等
功
五
級
川
村
宗

五
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

12
月

27
日

文
書

11
−1
7

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

12
2
給
二
等
給

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
03
年

12
月

12
日

文
書

11
−1
8

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

13
行
）

12
3
後
備
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
付
ヲ
免

シ
後
備
歩
兵
第
四
旅
団
付
ヲ
命
ス
留
守
第
四
師
団
司
令
部

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
04
年

8月
27
日

文
書

11
−1
9

第
四
師
団
用
紙
（
縦
書
き

8行
）
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資
料
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作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

12
4
後
備
歩
兵
第
九
連
隊
付
ヲ
命
ス

第
三
軍
司
令
部

後
備
歩
兵
第
四
旅
団
付
陸
軍
歩
兵

特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
04
年

9月
16
日

文
書

11
−2
0

第
三
軍
司
令
部
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

12
5
任
陸
軍
歩
兵
少
尉

内
閣
総
理
大
臣
従
二
位
勲
一
等
功

三
級
伯
爵
桂
太
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
勲
七
等
原
田

多
蔵

19
04
年

9月
18
日

文
書

11
−2
1

12
6
後
備
歩
兵
第
九
連
隊
付
被
仰
付

陸
軍
省

陸
軍
歩
兵
少
尉
原
田
多
蔵

19
04
年

9月
18
日

文
書

11
−2
2

陸
軍
省
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

12
7
叙
正
八
位

宮
内
大
臣
従
二
位
勲
一
等
子
爵
田

中
光
顕

勲
七
等
原
田
多
蔵

19
05
年

11
月

8日
文
書

11
−2
3

12
8
叙
勲
六
等
授
瑞
宝
章

賞
勲
局

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
七
等
原

田
多
蔵

19
05
年

11
月

31
日

文
書

11
−2
4

「
仮
記
」

12
9
任
陸
軍
歩
兵
中
尉

内
閣
総
理
大
臣
正
二
位
勲
一
等
侯

爵
西
園
寺
公
望

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
五
等
原

田
多
蔵

19
07
年

12
月

21
日

文
書

11
−2
5

13
0
補
大
阪
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
中
尉
原
田
多
蔵

19
09
年

1月
18
日

文
書

11
−2
6

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
1
弔
魂
会
大
阪
憲
兵
隊
委
員
ヲ
原
田

多
蔵
君
ニ
嘱
託
ス

弔
魂
会
長
従
三
位
勲
一
等
功
二
級

男
爵
土
屋
光
春

原
田
多
蔵

19
09
年

6月
14
日

文
書

11
−2
7

弔
魂
会
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
2
賜
一
等
給

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
中
尉
原
田
多
蔵

19
10
年

2月
8日

文
書

11
−2
8

「
陸
軍
省
印
」

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
3
補
大
阪
憲
兵
隊
分
隊
長

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
隊
大
尉
原
田
多
蔵

19
10
年

11
月

30
日

文
書

11
−2
9

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
4
免
本
職
補
広
島
憲
兵
隊
分
隊
長

陸
軍
省

大
阪
憲
兵
隊
分
隊
長
陸
軍
憲
兵
大

尉
原
田
多
蔵

19
11
年

8月
12
日

文
書

11
−3
0

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
5
山
口
憲
兵
分
隊
付
ヲ
命
ス

広
島
憲
兵
隊

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
11
年

8月
17
日

文
書

11
−3
1

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
6
免
本
職
補
久
留
米
憲
兵
隊
分
隊
長

兼
久
留
米
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

広
島
憲
兵
隊
分
隊
長
陸
軍
憲
兵
隊

大
尉
原
田
多
蔵

19
12
年

7月
4日

文
書

11
−3
2

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
7
［
済
生
会
感
謝
状
］

恩
賜
財
団
済
生
会
会
長
正
二
位
大

勲
位
勲
三
級
公
爵
桂
太
郎

原
田
多
蔵

19
13
年

8月
10
日

文
書

11
−3
3

13
8
免
本
職
並
兼
職
補
善
通
寺
憲
兵
隊

分
隊
長
兼
善
通
寺
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

久
留
米
憲
兵
隊
分
隊
長
兼
久
留
米

憲
兵
隊
副
官
陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田

多
蔵

19
14
年

1月
13
日

文
書

11
−3
4

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

13
9
免
兼
職

陸
軍
省

善
通
寺
憲
兵
隊
分
隊
長
兼
善
通
寺

憲
兵
隊
副
官
陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田

多
蔵

19
14
年

4月
17
日

文
書

11
−3
5

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
0
賜
二
等
給

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
15
年

3月
23
日

文
書

11
−3
6

「
陸
軍
省
印
」

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
1
賜
一
等
給

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
18
年

7月
24
日

文
書

11
−3
7

「
陸
軍
省
印
」

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

14
2
兼
補
善
通
寺
憲
兵
隊
副
官

陸
軍
省

善
通
寺
憲
兵
隊
分
隊
長
陸
軍
憲
兵

大
尉
原
田
多
蔵

19
18
年

10
月

19
日

文
書

11
−3
8

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
3
後
備
役
被
仰
付

陸
軍
省

陸
軍
憲
兵
隊
少
佐
原
田
多
蔵

19
19
年

7月
18
日

文
書

11
−3
9

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

14
4
特
旨
ヲ
以
テ
位
一
級
被
進

宮
内
省

陸
軍
憲
兵
少
佐
従
六
位
勲
四
等
原

田
多
蔵

19
19
年

8月
16
日

文
書

11
−4
0

14
5
叙
正
六
位

宮
内
大
臣
従
一
位
勲
一
等
子
爵
波

多
野
敬
直

従
六
位
勲
四
等
原
田
多
蔵

19
19
年

8月
16
日

文
書

11
−4
1

14
6
［
帝
国
習
字
速
成
学
会
］
会
員
証
帝
国
習
字
速
成
学
会

原
田
多
蔵

文
書

11
−4
2

14
7
射
撃
賞
状

紙
包
み

12
−1

紙
包
み
内
側
に
「
陸
軍
憲
兵
軍
曹
勲
八
等
三
木
助
右
衛
門
　
任
陸
軍
憲
兵
曹

長
」
と
記
す
。

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

10
0
叙
正
七
位

宮
内
大
臣
従
二
位
勲
一
等
子
爵
渡

辺
千
秋

従
七
位
勲
五
等
原
田
多
蔵

19
11
年

2月
10
日

文
書

10
−1
2

10
1
帝
国
軍
人
後
援
会
証

帝
国
軍
人
後
援
会
総
裁
大
勲
位
功

二
級
貞
愛
親
王

陸
軍
憲
兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
13
年

9月
文
書

10
−1
3

10
2
叙
従
六
位

宮
内
大
臣
正
三
位
勲
一
等
男
爵
波

多
野
敬
直

正
七
位
勲
四
等
原
田
多
蔵

19
16
年

4月
21
日

文
書

10
−1
4

10
3
任
陸
軍
憲
兵
少
佐

内
閣
総
理
大
臣
正
三
位
勲
一
等
原

敬
陸
軍
憲
兵
大
尉
従
六
位
勲
四
等
原

田
多
蔵

19
19
年

7月
18
日

文
書

10
−1
5

10
4
認
可
状

第
十
一
師
団
経
理
部
長
林
延
治

善
通
寺
憲
兵
隊
出
納
官
吏
陸
軍
憲

兵
大
尉
原
田
多
蔵

19
19
年

10
月

6日
文
書

10
−1
6

10
5
補
職
昇
給
賞
与
辞
令
書
　
下
士
官

以
来

紙
包
み

11
−1

紙
包
み
内
側
に
「
任
陸
軍
憲
兵
曹
　
明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
日
」
と
記

す
。

10
6
陸
軍
教
導
団
歩
兵
科
生
徒
申
付

陸
軍
教
導
団

鳥
取
県
平
民
原
田
多
蔵

18
89
年

12
月

19
日

文
書

11
−2

10
7
歩
兵
第
九
連
隊
付
申
付

陸
軍
教
導
団

陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
91
年

4月
1日

文
書

11
−3

10
8
給
一
等
給

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
二
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
92
年

4月
5日

文
書

11
−4

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

10
9
給
一
等
給

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
二
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
92
年

4月
5日

文
書

11
−5

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

水
濡
れ
染
み

11
0
任
陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
二
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
92
年

12
月

13
日

文
書

11
−6

「
歩
兵
第
九
連
隊
」
印

11
1
給
一
等
給

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
94
年

10
月

13
日

文
書

11
−7

第
四
師
団
歩
兵
第
九
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

11
行
）

11
2
第
七
中
隊
付
ヲ
命
ス

歩
兵
第
九
連
隊

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
94
年

12
月

21
日

文
書

11
−8

第
四
師
団
歩
兵
第
九
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

11
行
）

11
3
給
一
等
給

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
95
年

8月
9日

文
書

11
−9

第
四
師
団
歩
兵
第
九
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

13
行
）

11
4
［
日
本
赤
十
字
社
員
証
］

日
本
赤
十
字
社
総
裁
大
勲
位
功
二

級
彰
仁
親
王

日
本
赤
十
字
社
長
従
二
位
勲
一
等

伯
爵
佐
野
常
民

勲
八
等
原
田
多
蔵

18
97
年

1月
19
日

文
書

11
−1
0

11
5

明
治
二
十
七
八
年
戦
役
ニ
継
キ
再

ヒ
台
湾
地
方
ニ
於
テ
軍
務
ニ
服
シ

其
ノ
功
不
少
ニ
付
金
四
拾
円
ヲ
賜

フ

賞
勲
局
総
裁
正
三
位
勲
一
等
子
爵

大
給
恒

陸
軍
歩
兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
97
年

4月
1日

文
書

11
−1
1

11
6
歩
兵
第
九
連
隊
付
ヲ
免
シ
歩
兵
第

三
十
七
連
隊
付
ヲ
命
ス

第
四
師
団
司
令
部

陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
99
年

7月
6日

文
書

11
−1
2

第
四
師
団
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

11
7
補
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
付

陸
軍
省

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

18
99
年

7月
24
日

文
書

11
−1
3

陸
軍
用
紙
（
縦
書
き

8行
）

11
8
勤
労
ニ
依
リ
金
参
円
賞
賜
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

18
99
年

12
月

28
日

文
書

11
−1
4

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

13
行
）

11
9
勤
労
ニ
依
リ
金
四
拾
円
賞
与
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
長
正
六
位
勲

四
等
椙
原
透

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
00
年

12
月

28
日

文
書

11
−1
5

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

12
0
勤
務
勉
励
ニ
依
リ
金
四
拾
九
円
ヲ

賞
与
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
陸
軍
歩
兵
中

佐
正
六
位
勲
五
等
功
五
級
川
村
宗

五
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

12
月

20
日

文
書

11
−1
6

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

12
1
明
治
三
十
五
年
中
勤
労
ニ
依
リ
金

四
拾
参
円
ヲ
賞
与
ス

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
陸
軍
歩
兵
大

佐
正
六
位
勲
五
等
功
五
級
川
村
宗

五
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

12
月

27
日

文
書

11
−1
7

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

9行
）

12
2
給
二
等
給

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
03
年

12
月

12
日

文
書

11
−1
8

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
用
紙
（
縦
書
き

13
行
）

12
3
後
備
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
付
ヲ
免

シ
後
備
歩
兵
第
四
旅
団
付
ヲ
命
ス
留
守
第
四
師
団
司
令
部

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
04
年

8月
27
日

文
書

11
−1
9

第
四
師
団
用
紙
（
縦
書
き

8行
）
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

16
7
東
亜
思
想
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

船
山
信
一

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−2

16
8
日
本
外
交
革
新
論

古
垣
鉄
郎

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−3

16
9
欧
州
に
於
け
る
危
機
の
発
展

聴
濤
克
己

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−4

17
0
宇
垣
外
交
の
神
髄

馬
場
恒
吾

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−5

17
1
支
那
戦
時
体
制
の
全
貌

太
田
宇
之
助

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−6

17
2
全
体
主
義
と
階
級
運
動

赤
松
克
麿

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−7

17
3
漢
口
陥
落
以
後
の
展
開

藤
枝
丈
夫

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−8

17
4
敗
戦
支
那
の
通
貨
抗
戦

藤
岡
啓

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−9

17
5
最
近
ソ
連
事
情
の
検
討

ソ
連
邦
研
究
会

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
0

17
6
清
掃
渦
中
の
赤
軍
解
剖

能
見
豊

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
1

17
7
日
ソ
開
戦
せ
ば

エ
ヌ
・
ゴ
ロ
ヴ
ィ
ン

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
2

17
8
満
洲
再
認
識
論

鮎
川
義
介

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
3

17
9
支
那
ニ
於
ル
英
国
ノ
権
益

手
稿

13
−2

用
紙

28
枚
綴
じ

18
0
通
貨

手
稿

13
−3

「
株
式
会
社
台
湾
銀
行
」
用
紙

2枚

18
1
最
新
東
部
西
伯
利
亜
戦
地
一
覧
図

川
流
堂
小
林
又
七

19
18
年

9月
10
日

図
版

14
1/

42
00

00
0地
図

「
参
謀
本
部
検
定
済
」

18
2
奉
天

松
宮
吉
郎

満
鉄
鉄
道
総
局
営
業
局

19
37
年

6月
25
日

冊
子

15
−1

奉
天
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

18
3
吉
林

松
宮
吉
郎

満
鉄
鉄
道
総
局
営
業
局

19
37
年

6月
25
日

冊
子

15
−2

吉
林
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

18
4
哈
爾
浜

松
宮
吉
郎

満
鉄
鉄
道
総
局
営
業
局

19
37
年

6月
25
日

冊
子

15
−3

哈
爾
浜
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

18
5
［
匯
川
公
司
の
紙
袋
］

紙
包
み

15
−4

「
匯
川
公
司
　
天
津
日
本
租
界
宮
島
街
」
「

N
o.

 6
17

3　
原
田
様
　
蓬
莱

街
」

中
に
「

N
.Y

.K
. L

in
e 

ST
A

TE
R

O
O

M
」
と
印
字
さ
れ
た
紙
と
絵
の
具
の
チ

ラ
シ
あ
り
。

18
6
台
湾
中
心
航
路
案
内

大
阪
商
船

19
36
年

5月
冊
子

16
−1

18
7
日
月
潭
と
霧
社

日
本
旅
行
協
会
台
北
支
部

文
書

16
−2

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
12

. 6
. 8
　
嘉
義
駅
」
押
印

18
8
日
月
潭
遊
覧
船
船
賃
金
表

文
書

16
−3

18
9
天
恵
の
地
　
撫
順
の
風
土

絵
は
が
き

17
−1

撫
順
炭
坑
の
絵
は
が
き

8点
。

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

14
8
競
点
射
撃
優
等
之
証

第
七
中
隊
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七

位
勲
六
等
内
山
功

歩
兵
第
九
連
隊
第
七
中
隊
陸
軍
歩

兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
93
年

10
月

2日
文
書

12
−2

14
9
賞
状
　
競
点
射
撃
第
六
等
証

歩
兵
第
九
連
隊
第
二
大
隊
長
江
口

昌
条

第
七
中
隊
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多

蔵
18

94
年

6月
21
日

文
書

12
−3

15
0
射
撃
優
等
之
賞

陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七
位
江
木
精
夫
陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
96
年

6月
15
日

文
書

12
−4

「
於
台
北
県
大
姑
稲
」

15
1
賞
状
　
競
点
射
撃
第
拾
弐
等
之
証

会
長
陸
軍
歩
兵
少
佐
正
六
位
勲
五

等
長
谷
川
操

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
六
位
勲

五
等
勝
賀
瀬
元

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七
位
勲

六
等
北
畠
兼
雄

布
袋
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
97
年

9月
22
日

文
書

12
−5

15
2
賞
状
　
競
点
射
撃
第
弐
等
証

中
隊
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
七
位
勲

六
等
相
馬
薫
次
郎

歩
兵
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
97
年

12
月

20
日

文
書

12
−6

15
3
賞
状
　
競
点
射
撃
第
壱
等
之
証

会
長
陸
軍
歩
兵
少
佐
正
六
位
勲
五

等
長
谷
川
操

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
六
位
勲

五
等
下
村
済

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七
位
勲

六
等
相
馬
薫
次
郎

歩
兵
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
98
年

10
月

13
日

文
書

12
−7

15
4
賞
状
　
競
点
射
撃
第
参
等
之
証

中
隊
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
七
位
勲

六
等
相
馬
薫
次
郎

歩
兵
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
99
年

2月
9日

文
書

12
−8

15
5
賞
状
　
競
点
射
撃
第
弐
拾
弐
等
之

証
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
准
士
官
下
士

臨
時
射
撃
会

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

1月
29
日

文
書

12
−9

15
6
競
点
射
撃
第
参
等
之
証

審
査
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
六
位
勲

五
等
加
川
市
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

3月
20
日

文
書

12
−1
0

15
7
競
点
射
撃
第
弐
等
之
証

審
査
長
陸
軍
歩
兵
中
尉
従
七
位
勲

六
等
椎
名
三
蔵

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
第
五
中
隊
陸

軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

6月
5日

文
書

12
−1
1

15
8
射
撃
優
等
第
四
等
賞

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
第
二
大
隊
長

奥
野
光
照
代
理
陸
軍
歩
兵
少
佐
飯

島
亀

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

12
月

26
日

文
書

12
−1
2

15
9
競
点
射
撃
優
等
之
証

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
第
五
中
隊

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

7月
24
日

文
書

12
−1
3

16
0
証
　
忘
年
射
撃
会
第
五
等
之
証

歩
兵
三
十
七
連
隊
准
士
官
下
士
団
陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

12
月

28
日

文
書

12
−1
4

16
1
第
参
等
　
賞
状
　
競
点
射
撃
優
等

之
証

陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七
位
勲
五
等
前

田
小
太
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

12
月

29
日

文
書

12
−1
5

16
2
賞
状
　
准
士
官
下
士
団
第
三
期
定

例
射
撃
会
優
等
之
証

歩
兵
第
三
壱
拾
七
連
隊
准
士
官
下

士
団

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
03
年

11
月

24
日
第

29
号

文
書

12
−1
6

16
3
賞
状
　
競
点
射
撃
第
弐
等
賞

帝
国
在
郷
軍
人
会
高
知
市
分
会
長

陸
軍
歩
兵
中
佐
従
五
位
勲
三
等
功

四
級
早
田
満
郷

原
田
多
蔵

19
16
年

9月
2日

文
書

12
−1
7

16
4
記
　
一
　
九
谷
焼
盃
　
壱
対
　
右

記
念
ノ
為
メ
贈
呈
ス

善
通
寺
偕
行
社
長
斉
藤
季
治
郎

原
田
多
蔵

19
19
年

7月
30
日

文
書

12
−1
8

16
5
原
田
君
の
…
…

文
書

12
−1
9

手
稿
。

16
6
中
央
公
論
第
53
年
9月
特
大
号
目

次
中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

16
7
東
亜
思
想
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

船
山
信
一

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−2

16
8
日
本
外
交
革
新
論

古
垣
鉄
郎

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−3

16
9
欧
州
に
於
け
る
危
機
の
発
展

聴
濤
克
己

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−4

17
0
宇
垣
外
交
の
神
髄

馬
場
恒
吾

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−5

17
1
支
那
戦
時
体
制
の
全
貌

太
田
宇
之
助

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−6

17
2
全
体
主
義
と
階
級
運
動

赤
松
克
麿

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−7

17
3
漢
口
陥
落
以
後
の
展
開

藤
枝
丈
夫

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−8

17
4
敗
戦
支
那
の
通
貨
抗
戦

藤
岡
啓

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−9

17
5
最
近
ソ
連
事
情
の
検
討

ソ
連
邦
研
究
会

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
0

17
6
清
掃
渦
中
の
赤
軍
解
剖

能
見
豊

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
1

17
7
日
ソ
開
戦
せ
ば

エ
ヌ
・
ゴ
ロ
ヴ
ィ
ン

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
2

17
8
満
洲
再
認
識
論

鮎
川
義
介

中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1
3

17
9
支
那
ニ
於
ル
英
国
ノ
権
益

手
稿

13
−2

用
紙

28
枚
綴
じ

18
0
通
貨

手
稿

13
−3

「
株
式
会
社
台
湾
銀
行
」
用
紙

2枚

18
1
最
新
東
部
西
伯
利
亜
戦
地
一
覧
図

川
流
堂
小
林
又
七

19
18
年

9月
10
日

図
版

14
1/

42
00

00
0地
図

「
参
謀
本
部
検
定
済
」

18
2
奉
天

松
宮
吉
郎

満
鉄
鉄
道
総
局
営
業
局

19
37
年

6月
25
日

冊
子

15
−1

奉
天
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

18
3
吉
林

松
宮
吉
郎

満
鉄
鉄
道
総
局
営
業
局

19
37
年

6月
25
日

冊
子

15
−2

吉
林
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

18
4
哈
爾
浜

松
宮
吉
郎

満
鉄
鉄
道
総
局
営
業
局

19
37
年

6月
25
日

冊
子

15
−3

哈
爾
浜
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

18
5
［
匯
川
公
司
の
紙
袋
］

紙
包
み

15
−4

「
匯
川
公
司
　
天
津
日
本
租
界
宮
島
街
」
「

N
o.

 6
17

3　
原
田
様
　
蓬
莱

街
」

中
に
「

N
.Y

.K
. L

in
e 

ST
A

TE
R

O
O

M
」
と
印
字
さ
れ
た
紙
と
絵
の
具
の
チ

ラ
シ
あ
り
。

18
6
台
湾
中
心
航
路
案
内

大
阪
商
船

19
36
年

5月
冊
子

16
−1

18
7
日
月
潭
と
霧
社

日
本
旅
行
協
会
台
北
支
部

文
書

16
−2

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
12

. 6
. 8
　
嘉
義
駅
」
押
印

18
8
日
月
潭
遊
覧
船
船
賃
金
表

文
書

16
−3

18
9
天
恵
の
地
　
撫
順
の
風
土

絵
は
が
き

17
−1

撫
順
炭
坑
の
絵
は
が
き

8点
。

資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

14
8
競
点
射
撃
優
等
之
証

第
七
中
隊
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七

位
勲
六
等
内
山
功

歩
兵
第
九
連
隊
第
七
中
隊
陸
軍
歩

兵
一
等
軍
曹
原
田
多
蔵

18
93
年

10
月

2日
文
書

12
−2

14
9
賞
状
　
競
点
射
撃
第
六
等
証

歩
兵
第
九
連
隊
第
二
大
隊
長
江
口

昌
条

第
七
中
隊
歩
兵
一
等
軍
曹
原
田
多

蔵
18

94
年

6月
21
日

文
書

12
−3

15
0
射
撃
優
等
之
賞

陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七
位
江
木
精
夫
陸
軍
歩
兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
96
年

6月
15
日

文
書

12
−4

「
於
台
北
県
大
姑
稲
」

15
1
賞
状
　
競
点
射
撃
第
拾
弐
等
之
証

会
長
陸
軍
歩
兵
少
佐
正
六
位
勲
五

等
長
谷
川
操

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
六
位
勲

五
等
勝
賀
瀬
元

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七
位
勲

六
等
北
畠
兼
雄

布
袋
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
原
田
多
蔵

18
97
年

9月
22
日

文
書

12
−5

15
2
賞
状
　
競
点
射
撃
第
弐
等
証

中
隊
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
七
位
勲

六
等
相
馬
薫
次
郎

歩
兵
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
97
年

12
月

20
日

文
書

12
−6

15
3
賞
状
　
競
点
射
撃
第
壱
等
之
証

会
長
陸
軍
歩
兵
少
佐
正
六
位
勲
五

等
長
谷
川
操

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
六
位
勲

五
等
下
村
済

審
査
官
陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七
位
勲

六
等
相
馬
薫
次
郎

歩
兵
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
98
年

10
月

13
日

文
書

12
−7

15
4
賞
状
　
競
点
射
撃
第
参
等
之
証

中
隊
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
七
位
勲

六
等
相
馬
薫
次
郎

歩
兵
第
九
連
隊
第
一
中
隊
陸
軍
歩

兵
曹
長
勲
八
等
原
田
多
蔵

18
99
年

2月
9日

文
書

12
−8

15
5
賞
状
　
競
点
射
撃
第
弐
拾
弐
等
之

証
歩
兵
第
三
十
七
連
隊
准
士
官
下
士

臨
時
射
撃
会

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

1月
29
日

文
書

12
−9

15
6
競
点
射
撃
第
参
等
之
証

審
査
長
陸
軍
歩
兵
太
尉
従
六
位
勲

五
等
加
川
市
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

3月
20
日

文
書

12
−1
0

15
7
競
点
射
撃
第
弐
等
之
証

審
査
長
陸
軍
歩
兵
中
尉
従
七
位
勲

六
等
椎
名
三
蔵

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
第
五
中
隊
陸

軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

6月
5日

文
書

12
−1
1

15
8
射
撃
優
等
第
四
等
賞

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
第
二
大
隊
長

奥
野
光
照
代
理
陸
軍
歩
兵
少
佐
飯

島
亀

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
01
年

12
月

26
日

文
書

12
−1
2

15
9
競
点
射
撃
優
等
之
証

歩
兵
第
三
十
七
連
隊
第
五
中
隊

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

7月
24
日

文
書

12
−1
3

16
0
証
　
忘
年
射
撃
会
第
五
等
之
証

歩
兵
三
十
七
連
隊
准
士
官
下
士
団
陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

12
月

28
日

文
書

12
−1
4

16
1
第
参
等
　
賞
状
　
競
点
射
撃
優
等

之
証

陸
軍
歩
兵
太
尉
正
七
位
勲
五
等
前

田
小
太
郎

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
02
年

12
月

29
日

文
書

12
−1
5

16
2
賞
状
　
准
士
官
下
士
団
第
三
期
定

例
射
撃
会
優
等
之
証

歩
兵
第
三
壱
拾
七
連
隊
准
士
官
下

士
団

陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
原
田
多
蔵

19
03
年

11
月

24
日
第

29
号

文
書

12
−1
6

16
3
賞
状
　
競
点
射
撃
第
弐
等
賞

帝
国
在
郷
軍
人
会
高
知
市
分
会
長

陸
軍
歩
兵
中
佐
従
五
位
勲
三
等
功

四
級
早
田
満
郷

原
田
多
蔵

19
16
年

9月
2日

文
書

12
−1
7

16
4
記
　
一
　
九
谷
焼
盃
　
壱
対
　
右

記
念
ノ
為
メ
贈
呈
ス

善
通
寺
偕
行
社
長
斉
藤
季
治
郎

原
田
多
蔵

19
19
年

7月
30
日

文
書

12
−1
8

16
5
原
田
君
の
…
…

文
書

12
−1
9

手
稿
。

16
6
中
央
公
論
第
53
年
9月
特
大
号
目

次
中
央
公
論

19
38
年

9月
第

53
年

9月
特
大
号

第
61

2号
切
抜

13
−1

73
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資
料
名

作
成
・
差
出

発
行
・
受
取

時
期

巻
次

形
態

整
理
記
号
備
考

19
0
北
支
の
国
際
都
市
　
天
津
十
六
景

絵
は
が
き

17
−2

天
津
の
絵
は
が
き

16
点
。

19
1
天
下
の
奇
観
　
長
良
川
の
鵜
飼

絵
は
が
き

写
真

17
−3

長
良
川
の
鵜
飼
い
絵
は
が
き

8点
。

鵜
飼
い
船
な
ど
の
写
真

4点
。

19
2
江
漢
中
学
校

絵
は
が
き

18
江
漢
中
学
校
絵
は
が
き

8点
。

74
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